
葬儀保険はじめました。
保険金額は定額

加入審査も簡単 告知だけの簡単な手続きです。
医師の診察を受けていただく必要はありません。

80歳10ヶ月までの方が加入できます。
（一年ごとの更新あり、保障は最高99歳まで）

80歳まで入れる葬儀費用の確かな備え

全国の葬祭専門業者1,500社を
ネットして皆様の「明日」を考える

万が一、保険の対象となる方がお亡くなりになられた場合、
加入期間の年月に関係なく死亡保険金が支払われます。

積立一切不要

1

2

3

い つ か は 必 ず 訪 れ る 「 も し も の 備 え 」

葬儀保険「千の風」

厚生労働大臣認定  葬祭ディレクター／一級：11名、二級：5名 在籍

全日本葬祭業協同組合連合会加盟店

if共済会

安心と信頼のできる葬儀社を選ぶなら、ガイドラインマークのある
経済産業大臣認可　全葬連加盟店　天国葬祭へ

できる
家族葬

返礼品、お料理、飲み物まで含んでおります。
ご希望のご予算に応じて内容が選べるさまざまなプランをご用意しています。

一般通常価格 58.5万円

すべて含んで

絆プラン

30枚 （親族10名様分）
飲み物香典返礼品

（通夜30個・返礼品30個）

寝台車10kmまで
（病院～自宅）（自宅～式場）

霊柩車10kmまで
（斎場～火葬場）

スーパーアイス
（2日分）

式場使用料
（2日間）

＊絆プランを利用するにはif共済会員に生前入会が原則です。

•おもてなし
　費用

•基本費用

46
万円

で

●入会するだけで二親等までの方に
同じ保証が付きます。

●葬祭祭壇料の10%が弔慰金として
お支払い。

●一度の入会で10%の弔慰金は何度
でもOK。

●全国どこに引っ越しても同じサー
ビスが受けられます。

絆
プラン

葬儀保険の3つのポイント葬儀保険の3つのポイント

月々の保険料
わ
ず
か
※50歳から69歳までの方の場合
1,000円で

幅広い加入年齢 安心の定額保障プラン
15歳～80歳までお申し込みできます
（1年ごとの更新により保障は最高99歳まで）

50万円の
定額保障

※

www.tengokusousai.com

姶良市加治木町木田2342
TEL0995-62-0444  FAX62-0042

加治木天国会館
霧島市国分福島3-1-20

TEL0995-46-0444  FAX46-4444

セレモニー国分天国
会館 姶良みそらホール

姶良市西餅田3288（姶良駅近く）
TEL0995-65-0444  FAX65-4429

・京セラ　・ソニーセミコンダクタ　・イオン　・自衛隊  隊友会　・鹿児島県 年金受給者協会
・鹿児島県 職員生活協同組合　・九電九友会 鹿児島県支部　・鹿児島県  警友会　他企業団体300社以上

天国葬祭の特約店
《割引特典あり》

◎資料請求・説明や相談の受付は、こちらから
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特集  Special Feature
国立公園「霧島」指定80周年

これからも霧島山と共に



❶ミヤマキリシマ／霧島、阿蘇、雲仙など九州の火山に生えるツツジの一種で、
霧島では、環境が厳しくほかの植物が育ちにくいところに大群落を作ってい
る。日本の植物分類学の父といわれる牧野富太郎博士が「深い山（深

み
山
やま

）に咲
くツツジ」として名付けた霧島を代表する花。❷ノカイドウ／霧島山の固有
種で、世界で380株しか確認できていない。５月頃、濃いピンク色のつぼみ
が開くにつれて愛らしい真っ白な花を咲かせる。牧野博士が「野に咲くカイ
ドウ」として命名。バラ科リンゴ属の落葉低木。 ❸マンサク／霧島でいち早
く咲き、春を告げる花といわれる花。黄色い花をつけ、山と触れ合える季節
の到来を教えてくれる。❹クマタカ／霧島では数つがいしか確認できない絶
滅を危惧される大型の鷹。❺新燃岳／平成23年１月に爆発的な噴火をした火
山。❻えびのエコミュージアムセンター／　霧島の動植物や火山の成り立ち
などが写真や映像、模型などで分かりやすく展示されている。職員による登
山や自然散策の情報提供も。�問＝えびのエコミュージアムセンター ☎0984

（33）3002

霧島山が日本で最初の国立公園に指定されてから、３月16日で80周年を迎えます。
今回は国立公園としての霧島山の歴史と現在の姿に迫り、
今後私たちはこのかけがえのない宝物をどのように守り、引き継いでいくべきかを考えます。

えびのエコミュージアム
センター解説員

柳
やなぎ

田
た

 蓉
よ う

子
こ

さん
❷❹❺ ❶❸❻

【
韓
国
岳
】

【
大
浪
池
】

【
新
燃
岳
】

【
中
岳
】

【
獅し

子し

戸こ

岳
】

【
高
千
穂
峰
】

【
御お

鉢は
ち

】

国
立
公
園
と
は
た
く
さ
ん
の
国
に
そ
の

制
度
が
あ
り
、
日
本
で
は
国
が
指
定
・
管
理

す
る
、
世
界
に
誇
る
べ
き
自
然
の
景
勝
地
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
現
在
全
国
に
30
か
所
あ

り
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
霧
島
山
は
昭
和
９

年
に
日
本
で
最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

昭
和
39
年
に
屋
久
島
と
錦
江
湾
地
域
を
含

む
「
霧
島
屋
久
国
立
公
園
」
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
に
は
屋
久
島
が
分
離
独
立
、
錦
江

湾
地
域
が
拡
充
さ
れ
「
霧
島
錦
江
湾
国
立
公

園
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

霧
島
の
自
然
は
世
界
的
に
も
貴
重

日
ご
ろ
か
ら
見
慣
れ
て
い
る
霧
島
山
で

す
が
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
え
び
の

高
原
に
あ
る
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
で
解
説
員
を
務
め
る
自
然
公
園
財
団

え
び
の
支
部
の
柳
田
蓉
子
さ
ん（
30
）は
次
の

よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
世
界
で
も
稀ま

れ

に
み
る
特
異
な
火
山
景
観

を
見
て
、
霧
島
山
を
訪
れ
た
人
々
は
驚
き
を

隠
し
ま
せ
ん
。
霧
島
山
は
約
２
万
㌶
の
山
岳

エ
リ
ア
に
大
小
20
を
超
え
る
火
山
が
密
集
し

た
複
合
火
山
で
、
世
界
的
に
も
珍
し
く
、
火

山
の
博
物
館
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
自
然

環
境
は
、
温
暖
多
雨
で
植
生
の
垂
直
分
布
が

見
ら
れ
、
火
山
活
動
の
時
期
に
よ
り
山
に
よ

っ
て
異
な
る
植
生
が
見
ら
れ
ま
す
」

こ
の
よ
う
に
自
然
の
多
様
性
と
そ
れ
を

育
む
火
山
を
持
つ
霧
島
山
は
、
平
成
22
年
に

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
火
山
に
つ
い
て
柳
田
さ
ん
は
「
霧
島
山

は
約
34
万
年
前
に
起
き
た
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ

の
大
噴
火
の
後
に
噴
火
を
繰
り
返
し
て
で
き

た
火
山
の
集
ま
り
で
す
。
平
成
23
年
に
は
新

燃
岳
が
約
３
０
０
年
ぶ
り
と
な
る
本
格
的
な

噴
火
を
起
こ
し
ま
し
た
。
最
高
峰
の
韓か

ら

国く
に

岳だ
け

や
天
孫
降
臨
の
伝
説
の
あ
る
高た

か

千ち

穂ほ
の

峰み
ね

が
代

表
的
で
、
日
本
百
名
山
に
も
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
大お

お

浪な
み
の

池い
け

や
御み

池い
け

な
ど
美
し
い
火
口
湖
が

あ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
豊
富
な
温
泉
や
湧

水
は
火
山
か
ら
な
る
霧
島
山
の
恵
み
」
と
声

を
弾
ま
せ
ま
す
。

自
然
や
動
植
物
の
多
様
性
に
つ
い
て
も

「
植
物
で
は
、
世
界
中
で
え
び
の
高
原
に
し

か
な
い
国
の
天
然
記
念
物
ノ
カ
イ
ド
ウ
の
自

生
地
が
あ
り
、
初
夏
に
鮮
や
か
な
色
の
花
を

咲
か
せ
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
、
秋
に
は
さ
な
が
ら
赤
や
黄
色
の
絨じ

ゅ
う
た
ん毯と

な
り
山
肌
を
飾
る
紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
の

美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
に
住
む

生
き
物
も
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
哺
乳
類
、

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ク
マ
タ
カ
、

ヤ
イ
ロ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
野
鳥
に
、
キ
リ
シ
マ

ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
、
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
な

ど
の
昆
虫
を
は
じ
め
と
し
て
多
種
多
様
で

す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
生
態
系
が
ご
く
狭
い
範
囲

に
共
存
し
、
訪
れ
る
者
が
一
度
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
異
な
地
質
と
あ
わ
せ
て
美
し

さ
と
多
様
性
を
持
つ
自
然
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

世
界
に
誇
る
霧
島
山
な
の
で
す
。

標
高
１
７
０
０
ｍ

標
高
１
４
２
１
ｍ

標
高
１
３
０
１
ｍ

標
高
１
４
２
９
ｍ

標
高
１
５
７
４
ｍ

標
高
１
４
０
８
ｍ

水
面
の
標
高
１
２
３
９
ｍ
、

標
高
１
４
１
２
ｍ
、

池
の
直
径
６
３
０
ｍ

これからも　　　　　　と共にきりしまやま

国立公園「霧島」指定80周年

開聞岳

桜島

錦
江
湾 志布志湾

霧島山

自然がいっぱいの霧島。
すがすがしい空気の中、
四季折々の美しい風景
や生き物たちに出会え
ますよ。ぜひ遊びに来
てくださいね。

霧島錦江湾国立公園の範囲
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国立公園としてのあゆみ

霧
島
山
の
素
晴
ら
し
い
自
然
は
、
今
で
は

多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
霧
島
山
が
、
日
本
で
最
初
の
国
立

公
園
に
な
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の

努
力
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
公
園
指
定
の
歴
史

１
８
７
２
年
、
素
晴
ら
し
い
景
観
の
保
護

を
目
的
に
、
ア
メ
リ
カ
の
内
陸
に
位
置
す
る

イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
が
世
界
最
初
の
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
で

も
景
勝
地
の
保
護
と
観
光
活
用
を
目
的
に
、

国
立
公
園
制
度
創
設
の
動
き
が
起
こ
り
ま
す
。

霧
島
山
の
国
立
公
園
化
の
動
き
は
大
正
12

年
、
代
議
士
の
故
日
野
辰
二
さ
ん
な
ど
が
霧

島
を
国
立
公
園
と
す
る
建
議
案
を
国
会
に
提

出
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
霧

島
は
国
立
公
園
の
候
補
地
に
加
わ
り
、
選
定

の
視
察
に
訪
れ
た
調
査
団
は
霧
島
の
雄
大
な

自
然
と
秀
麗
な
景
観
を
称
賛
し
ま
し
た
。
天

孫
降
臨
の
伝
説
も
後
押
し
と
な
り
、
昭
和
９

多くの景勝地の中からなぜ
日本最初の国立公園となったのか

祖父の言葉を振り返る蔵前壮一さん

柵で囲われ保護されるノカイドウ
シ
カ
が
届
く
範
囲
の
樹
皮
が
食

べ
ら
れ
た
木

年
３
月
16
日
、
瀬
戸
内
海
、
雲
仙
と
共
に
霧

島
が
日
本
で
最
初
の
国
立
公
園
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
す
。

こ
の
決
定
に
は
薩
摩
川
内
市
出
身
で
東
京

の
出
版
社「
改
造
社
」社
長
の
故
山
本
実さ

ね

彦ひ
こ

さ

ん
も
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
娯
楽
と
し
て
詞
や
小
説
の
人
気
が
高

く
、
詩
人
の
与
謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻
は
大
変

な
有
名
人
で
し
た
。
親
交
が
深
か
っ
た
山
本

さ
ん
の
招
き
で
鹿
児
島
を
訪
れ
た
夫
妻
は
、

国
立
公
園
指
定
運
動
の
最
中
に
あ
っ
た
霧
島

に
も
足
を
運
び
ま
す
。
日
本
最
初
の
新
婚
旅

行
と
し
て
坂
本
龍
馬
も
訪
れ
た
大
自
然
を
夫

妻
は
満
喫
し
、
鹿
児
島
で
詠
ん
だ
歌
を
ま
と

め
た
「
霧
島
の
歌
」
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の

本
は
、
世
の
人
々
に
対
し
、
霧
島
に
対
す
る

憧
れ
の
念
を
抱
か
せ
る
に
は
十
分
な
も
の
で

し
た
。

牧
園
町
丸
尾
で
代
々
旅
館
業
を
営
む
蔵
前

壮
一
さ
ん（
62
）は
、
祖
父
と
父
か
ら
当
時
の

こ
と
を
よ
く
聞
か
さ
れ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

観
光
地
と
し
て
も
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
霧
島
山
で
す
が
、
そ
の
間
に

自
然
に
も
大
き
な
変
化
が
起
き
ま
し
た
。

時
代
と
共
に
変
わ
る
自
然

霧
島
山
で
は
明
治
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け

て
、
建
材
や
炭
と
し
て
利
用
す
る
た
め
大
規

模
な
伐
採
が
あ
り
ま
し
た
。
希
少
植
物
の
盗と

う

採さ
い

や
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
も
以
前
か
ら
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
公
園
区
域
で
は
、

自
然
を
保
護
す
る
た
め
厳
し
い
規
制
が
あ
る

区
域
も
あ
り
、
石
や
枝
を
持
ち
帰
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
と
共
に
問
題

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
シ
カ
に
よ
る
食
害

で
、
高
原
の
草
や
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
モ
ミ
な
ど

の
木
の
樹
皮
か
ら
ノ
カ
イ
ド
ウ
な
ど
貴
重
な

植
物
ま
で
が
食
べ
ら
れ
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。

シ
カ
は
平
成
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
爆
発
的

に
増
え
、
数
年
前
の
調
査
で
は
、
シ
カ
の
生

息
密
度
が
適
正
と
い
わ
れ
る
数
の
10
倍
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
に
よ
る
シ
カ
へ
の
餌

や
り
が
そ
の
一
因
と
も
い
わ
れ
、
生
態
系
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。
餌
を
も

ら
う
こ
と
で
数
を
増
や
し
人
慣
れ
し
た
シ
カ

は
、
生
息
域
を
拡
大
し
て
た
び
た
び
人
里
に

下
り
、
農
作
物
に
も
被
害
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
餌
を
や
ら

な
い
こ
と
や
、
ご
み
を
捨
て
な
い
こ
と
な
ど
、

自
然
に
な
る
べ
く
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。

「
祖
父
は
毎
日
の
よ
う
に
政
府
へ
手
紙
を
書

き
、
当
時
の
富
田
重
治
牧
園
村
長
を
は
じ
め

地
域
一
丸
と
な
っ
て
霧
島
の
良
さ
を
訴
え
て

い
た
よ
う
で
す
。
霧
島
が
国
立
公
園
に
最
初

に
指
定
さ
れ
た
と
き
は
、
村
中
が
お
祭
り
騒

ぎ
の
よ
う
だ
っ
た
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
」

こ
の
よ
う
に
霧
島
の
国
立
公
園
指
定
は
、

地
元
と
関
係
者
の
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
世

に
認
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
情
熱
に
よ
っ
て

成
し
遂
げ
ら
れ
た
快
挙
で
し
た
。
し
か
し
、

指
定
さ
れ
た
の
も
つ
か
の
間
、
そ
の
後
の
戦

争
で
国
立
公
園
と
し
て
の
活
用
は
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
終
戦
後
、
自
然
公
園
法
の
成
立

と
共
に
霧
島
屋
久
国
立
公
園
と
な
っ
た
こ
ろ

か
ら
、
日
本
道
路
公
団
に
よ
る
有
料
道
路
の

建
設
が
進
み
、
ホ
テ
ル
や
ス
ケ
ー
ト
場
な
ど

の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
も
整
備
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
の
新
婚
旅
行
ブ
ー
ム
な
ど
も
重
な
り
、
霧

島
を
訪
れ
た
多
く
の
人
に
そ
の
素
晴
ら
し
さ

が
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小林市とえびの高原を結ぶ県道1号線の開通式。昭和
後期まで有料道路だった（昭和33年）

（写真：えびのエコミュージアムセンター提供）

白
びゃく

紫
し

池にオープンした日本最南端の屋外スケート場。
当時は観光の目玉だったが、現在は厚い氷が張らず
利用することができなくなった（昭和31年）

（写真：えびのエコミュージアムセンター提供）

霧島山の調査に訪れた霧島国立公園調査団（昭和初
期）（写真：えびのエコミュージアムセンター提供）

国立公園指定翌日には鹿児島新聞（現南日本新聞）で
大きく報じられた（写真：南日本新聞提供）

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
新
燃
岳
の
噴
火
も
、

霧
島
山
の
自
然
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
厚
く
降
り
積
も
っ
た
火
山
灰
の
た
め
、

新
燃
岳
や
中
岳
の
山
頂
部
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
は
姿
を
消
し
、
登
山
道
は
長
い
間
封
鎖
さ

れ
、
一
部
の
登
山
道
は
未
だ
復
旧
の
目
途
が

立
ち
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
山
に
関
わ
る
人
た
ち
が
マ
ナ
ー

を
守
る
よ
う
呼
び
掛
け
続
け
た
努
力
が
実
り
、

訪
れ
る
人
々
に
も
変
化
が
表
れ
、
シ
カ
へ
の

餌
や
り
や
盗
採
も
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
警

戒
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
た
区
域
で
は
登
山
道
の

再
整
備
も
行
わ
れ
、
人
が
歩
け
る
よ
う
に
な

り
、
平
成
25
年
４
月
に
は
中
岳
中
腹
探
勝
路

が
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
立
公
園
内
の
自
然
の
保
護
と
利
用
、
調

査
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
環
境
省
え

び
の
自
然
保
護
官
事
務
所
の
松
本
晃あ

き
らさ

ん

（
29
）は
「
霧
島
山
の
自
然
は
地
元
に
住
む

人
々
の
営
み
や
登
山
客
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
多
く
の
人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
霧
島
山
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
す
。

「霧島の歌」の表紙（左）と与謝野晶子直筆の書

大浪池

不動池

大幡池

新燃岳

御鉢

▲1700

▲1421

▲1331

▲1574

▲1408
高千穂河原

中岳

高千穂峰

1

1

1041㎞

韓国岳

（天の逆鉾）

韓国岳・大浪池コース

高千穂峰コース

えびのエコミュージアムセンター

高千穂河原
ビジターセンター

えびの高原キャンプ村

大浪池登山口

新燃岳は火山警戒レベル２で火口から
１㎞以内は立入禁止になっています。

入山規制中の登山道
1㎞

1429▲

1353▲

獅子戸岳

大幡山

霧
島
の
自
然
の
現
状

自
然
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

自
然
の
保
護
に
強
い
思
い
を

持
つ
自
然
保
護
官
の
松
本
晃

さ
ん

2㎞

3㎞

利用できる登山道
入山規制中の登山道
立入禁止

国立公園「霧島」指定80周年

これからも霧島山と共に

K
IRISHIM

A TREK
K

IN
G

 M
AP

霧
島
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

（写真：蔵前壮一さん提供）
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国 立公園として霧島山に錦江湾地域が加わったことで、
これからは山だけでなく海などの自然、そしてそこに

すむ生き物も大切に守り活用していく必要があります。姶良
市の重富海岸内にある「くすの木自然館」は環境・生物保
護や子どもと一緒に自然を学び体験する活動を行っていま
す。
私は子どものころから生き物や自然で遊ぶことが好きで、

学生時代には霧島市に住んでいたこともあり、霧島山は今
でも大好きです。海と山は密接な関係があり、海へ流れる
水は山とその麓にある山里、川、平野などを通ります。海
は内陸の人たちの心を写す鏡で、海の状態を保つには、山
と海の間に住む私たちが自然の状態をなるべく保つ必要が
あります。そのためにはマナーを守ってたくさん自然と接す
ることが大事。釣りや散歩などでもかまいません。自然は
本来とても楽しいものです。干潟で生き物観察をするとき
は、大人も子どもも初めて見て触れる生き物に夢中になり
ます。昔は汚れていた重富海岸も、地域が関心を持つと清
掃をするようになり、今では世界的に希少なクロツラヘラサ
ギが飛来するまできれいになりました。海岸を自分の庭と
思えたらきっと見方が変わりますよ。

自然との触れ合いが大切
海は住む人の
心を写す鏡

特定非営利活動法人
くすの木自然館

代表理事　浜本奈
な

鼓
こ

さん（54）
（姶良市在住）

天降川河口での生き物観察会（写真：くすの木自然館提供）

霧島の魅力を満喫しています 自然との付き合い方は十人十色。体験してみて初めてわかることがあります。
あなたも霧島山とコミュニケーション始めませんか。

霧 島山ではさまざまな人々や団体がその自然を守る活
動を行っています。私たちボランティアレンジャーは、

環境省が実施する自然観察会のお手伝いや利用者への自
然解説、美化清掃などを行うボランティア団体です。霧島
山が好きで、登山、写真などさまざまな趣味を持つ人が集
まり活動していますが、霧島山を訪れた人たちの喜ぶ顔が
私たちにとって何よりの励みです。
霧島山は登山初心者でも比較的気軽に楽しめる山が多く

あり、火口湖の周りをのんびり歩く池巡りコースなども人気
があります。ただ、人が山に入ることで自然に大きな影響を
与えることもあります。ごみは当然ですが、トイレも携帯ト
イレを使用し、使用後は持ち帰ることがマナー。万が一の
ことも考えて十分な装備（雨具、携帯電話、非常用に防寒
具・食料・懐中電灯・地図・コンパスなど）で安全に山を楽
しんでほしいです。
澄んだ空気の中、野鳥のさえずりを聞きながら季節ごとに

表情を変える豊かな自然を楽しむ。こんな体験が身近にで
きる霧島山は本当に素晴らしいです。３月にはマンサク、５
月にはミヤマキリシマなどが見ごろを迎えますので、皆さん
もぜひお越しください。

いつまでも美しく
山を楽しむ人の笑顔が
私たちの喜び

霧島ボランティアレンジャー
協議会

会長　木場隆
た か

治
は る

さん（71）
（牧園町高千穂在住）

新燃岳の噴火による植物影響調査

カ メラ歴は約35年ですが、20年ほど前に初めて大浪
池で霧氷を見てから山の魅力にはまり、写真という

「形」に残したいと思うようになりました。それからは毎週の
ようにいろいろな山に行っては写真を撮っています。
そのうち「こんな素晴らしい風景を一人占めするのはもっ
たいない」と思うようになり、８年まえから撮った写真を「ぼ
ちぼちいこか」という自身のブログで公開しています。ブロ
グでは写真とともに山にまつわる体験記や情報なども掲載
しています。私なりの写真を撮るコツや山と関係ない趣味
のことなどもあり、気楽に楽しめる内容になっていると思い
ます。
見てくれた人からは多くの反響があり、このブログがきっ

かけで登山を始めた人までいて、本当に自然の良さを伝え
て良かったと思っています。私自身もブログに出ていて、山
ですれ違う人から声を掛けられるとうれしいですね。
でも、山にはブログで伝えきれない魅力がたくさんありま
す。ブログを見て山に興味を持った方は、ぜひ実際に山に
登り、美しい風景を自分の目で見てほしいです。きっとそこ
には日常では味わうことのできない感動がありますよ。もし
私に気付いたら声を掛けてくださいね。

多
く
の
人
に
伝
え
た
い

四
季
折
々
の
霧
島
山
の
美
し
さ

霧島山を撮り続けて20年

﨑間  充
みつる

さん（51）
（隼人町住吉在住）

﨑間さんが撮った
韓国岳の山頂から見る朝日
（使用カメラ：NikonＤ90）

３年前に山好きの友人に誘われたことがきっかけで始
めた登山。今では九州各地の山に月に２回程度、た

まには一人でも登るほど好きになりました。登山の醍
だい

醐
ご

味
み

は
大自然の解放感と四季折々のきれいな花を楽しめること。
コッヘル※を使って鍋料理を作ることもあり、山頂での味は
格別です。登山の途中や山小屋などで初めて出会う人たち
と山について語り合うなど、多くの出会いがあることも大き
な魅力ですね。
いろいろな山に登りましたが、地元の霧島山がやはり一
番好きです。山肌を鮮やかなピンク色に染めるミヤマキリシ
マの大群落を初めてこの目で見た時の感動は今でも忘れら
れません。
登山は楽しくて気軽に楽しめますが、ごみは持ち帰る、

登山道からは外れないなどマナーを守り、登山にふさわし
い準備をすることが大切だと思います。以前、真冬の山頂
にもかかわらず、軽装の人が多くてびっくりしたことがありま
した。山は天候も変わりやすく、場合によっては遭難するな
ど命に関わる危険もあります。マナーと合わせて自分の身
は自分で守り、人に迷惑をかけない心構えを持って、思い
切り山を楽しみましょう。

大自然の解放感
スマートに山を
楽しもう

山に恋する山ガール

井手留美子さん（32）
（国分広瀬在住）

きれいな花や風景を撮るのも楽しみの一つ

国立公園「霧島」指定80周年

これからも霧島山と共に

※アウトドア用の小鍋

7  Kirishima City Public Relations, 2014.3, Japan 広報きりしま  6



未来の共生の芽

20
年
後
に
は
国
立
公
園
指
定
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
霧
島
山
。
そ
の
と
き
、
霧
島
山
は

ど
の
よ
う
な
姿
を
留
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
環
境
省
職
員
と
し
て
多
く
の
国
立
公
園

を
見
て
き
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
、
現
在
鹿

児
島
県
環
境
林
務
部
自
然
保
護
課
長
を
務
め

る
則の

り

久ひ
さ

雅ま
さ

司し

さ
ん（
46
）に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

国
立
公
園
に
ど
う
向
き
合
う
か

地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
り
世
界
中
で
環
境

保
護
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
世
界
に
は
多

く
の
貴
重
な
自
然
が
存
在
し
ま
す
。
日
本
で

香川県生まれ。東京大学大学院を修了し、
平成４年に環境庁へ。大山隠

お

岐
き

、足
あし

摺
ずり

宇
う

和
わ

海
かい

国立公園でのレンジャーを経て、本
省で自然公園法改正や外来生物法制定に
携わる。前任地の釧路自然環境事務所で
は、知床世界自然遺産地域の保全管理を
担当。平成23年７月より現職。奄美群
島の世界遺産登録に向けた取り組みや県
の生物多様性戦略策定などに従事。

も
屋
久
島
な
ど
の
４
か
所
が
指
定
さ
れ
て
い

る
世
界
自
然
遺
産
は
有
名
で
す
が
、
国
立
公

園
と
の
違
い
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
国
立
公
園
は
、
国
の
第
一
級
の
価
値
を

持
つ
自
然
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
世
界
遺
産
は
１
９
７
２
年
に
ユ
ネ
ス

コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
世
界
遺
産
条
約
に
基

づ
い
て
、
登
録
さ
れ
た
遺
跡
や
自
然
な
ど
を

指
し
ま
す
。
日
本
人
は
『
世
界
』
と
い
う
言

葉
に
弱
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は

国
立
公
園
が
世
界
遺
産
の
保
護
を
担
う
制
度

な
の
で
、
決
し
て
景
観
や
自
然
が
劣
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
誇
り
を
も
っ
て

国
立
公
園
と
向
き
合
う
べ
き
で
す
。
な
に
よ

り
、
地
域
の
人
々
が
自
然
と
共
存
し
な
が
ら

自
然
を
守
っ
て
き
た
日
本
の
国
立
公
園
制
度

は
世
界
的
に
も
先
進
的
で
、
今
世
界
か
ら
見

直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」

そ
れ
で
は
私
た
ち
は
、
世
界
に
誇
る
べ
き

自
然
と
今
後
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
な

の
で
し
ょ
う
か
。

「
古
来
よ
り
人
間
は
自
然
の
中
で
育
ち
な

が
ら
そ
の
怖
さ
を
知
り
、
食
べ
る
た
め
に
命

を
奪
う
こ
と
な
ど
、
自
然
の
道
理
と
仕
組
み

を
お
の
ず
と
学
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
今

は
文
明
の
発
達
に
よ
り
、
自
然
と
の
付
き
合

い
方
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
自
然
を
壊
さ
な
い
た
め
に
も
、
人
は

改
め
て
自
然
に
関
心
を
寄
せ
、
学
ぶ
こ
と
が

大
切
で
す
」

自
然
と
関
わ
り
変
わ
る
こ
と

自
然
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
、
自
然
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
も

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
話
し
ま
す
。

「
人
が
自
然
と
関
わ
る
こ
と
は
人
同
士
の

絆
も
強
く
し
て
く
れ
ま
す
。
厳
し
い
自
然
の

中
で
生
き
て
い
く
た
め
昔
は
協
力
し
合
い
、

人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も

豊
か
で
し
た
。
今
は
昔
と
同
じ
よ
う
に
自
然

と
接
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
自
然
と

向
き
合
う
こ
と
で
、
人
同
士
の
つ
な
が
り
を

取
り
戻
せ
る
と
思
い
ま
す
」

災
害
な
ど
自
然
の
驚
異
を
相
手
に
す
る
場

合
に
も
人
と
の
つ
な
が
り
が
必
要
不
可
欠
と

続
け
ま
す
。

「
桜
島
大
正
大
噴
火
で
は
、
先
祖
か
ら
の

教
訓
が
語
り
継
が
れ
て
い
た
お
か
げ
で
最
小

限
の
被
害
で
済
ん
だ
こ
と
が
有
名
で
す
が
、

霧
島
山
で
も
同
じ
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
地
域

で
災
害
に
備
え
、
そ
の
教
訓
を
世
代
に
語
り

継
ぐ
こ
と
が
大
事
。
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
を

災
害
か
ら
守
る
体
制
づ
く
り
も
そ
こ
に
住
む

人
た
ち
の
大
切
な
役
目
で
す
。
自
然
と
触
れ

合
う
こ
と
で
人
間
が
本
来
持
つ
生
き
る
た
め

の
“
勘
”
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
」

そ
れ
以
外
に
、
知
恵
を
出
し
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
が
大
事
と
も
話
し
ま
す
。

「
世
界
中
に
ブ
ロ
グ
や
動
画
な
ど
で
霧
島

の
良
さ
を
発
信
し
、
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と

は
訪
れ
る
人
の
マ
ナ
ー
の
向
上
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
好
印
象
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で

は
、
山
の
景
観
が
飛
び
込
ん
で
く
る
道
路
の

電
線
地
中
化
な
ど
、
演
出
的
な
配
慮
も
効
果

的
で
す
。
こ
の
よ
う
に
人
の
血
が
通
い
大
切

に
さ
れ
た
自
然
は
、
訪
れ
る
人
に
感
動
を
与

え
ま
す
。
そ
の
反
応
に
住
民
は
さ
ら
に
勇
気

づ
け
ら
れ
、
も
っ
と
『
霧
島
』
を
知
ろ
う
・

守
ろ
う
と
思
う
の
で
す
」

ジ
オ
パ
ー
ク
・
広
域
連
携
の
可
能
性

さ
ら
に
則
久
さ
ん
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動

に
つ
い
て
も
触
れ
ま
す
。

「
霧
島
に
続
き
桜
島
・
錦
江
湾
地
域
も
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
今

後
は
国
立
公
園
地
域
一
帯
に
住
む
人
々
が
、

自
治
体
の
垣
根
を
越
え
て
共
に
学
び
協
力
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
よ
り
高
い
意
識
を
共
有
す
る
原

動
力
と
な
り
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は

国
立
公
園
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
活
動
と

言
っ
て
も
よ
い
の
で
す
」

霧
島
市
が
環
霧
島
会
議
と
錦
江
湾
奥
会
議

と
い
う
広
域
行
政
体
の
双
方
に
関
わ
る
唯
一

の
自
治
体
で
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も

力
を
込
め
ま
す
。

鹿児島県環境林務部
自然保護課長

則
の り

久
ひ さ

 雅
ま さ

司
し

さん（46）

今
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

■陵南中学校１年　有村玲
れ

旺
お

君（13）

ジオガイド体験
陵南中学校では、毎年総合的な学習の中で霧
島ジオパークのガイドを体験する機会があります。
１か月以上前からジオパークについて学び、ガイド
の練習を重ねて本番に臨みます。
僕は火山の成り立ちや植物について調べました
が、火山の数の多さや多様な植物があることに驚
き、長い時間をかけて今の霧島山の自然ができて
いることを初めて知りました。自分で調べて学んだ
ことで、霧島山が身近に感じられるようになり、もっ
といろいろなことを知りたいと思いました。

国立公園「霧島」指定
80周年記念式典
◦�日時＝３月16日（日）午後３時～５
時50分
◦場所＝みやまコンセール
◦内容
・�シンポジウム
　コーディネーター／則久雅司さん
　パネラー／食育：千葉しのぶさん
　パネラー／観光：大橋一郎さん
　パネラー／農林水産：竹中勝雄さん
　パネラー／登山利用：後藤辰美さん
・�記念講演「未来に伝えたい自然の豊
　かさ」／高木美保さん（タレント）
�問＝観光課 ☎（45）5111

霧島連山トレッキング
イベント

「花は霧島・花めぐり」
◦�期間＝３月～平成27年２月の毎月
１回
◦�内容＝霧島市ふるさとガイドクラブ
や霧島ジオガイドと一緒に旬の花を
眺めながら霧島山を歩きます。
◦料金＝1,000円／回
�問・�申＝実行委員会 ☎（57）1588

「あまつち」始めました
霧島の魅力を「ジオと神話」をテーマ
に国内外に発信するウエブマガジン

・�特集記事／ジオと神話という視点で
紡ぐフォトエッセイ
・�霧島美人／霧島地域で輝く女性たち
を紹介
・�田の神さあ／ご存知タノカンのギャ
ラリー
・�霧島ランドスケープ／霧島の美しい
風景などを紹介
・�Geo Life ／人々、生活、文化など
の霧島の今を紹介

HP  http://amatuchi.jp/

�問＝mail@amatuchi.jp

「
霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
の
山
と
海
の
間

に
あ
る
平
野
や
川
、
里
山
に
暮
ら
す
人
た
ち

が
霧
島
市
民
。
一
人
一
人
の
意
識
が
大
き
く

環
境
を
左
右
し
ま
す
。
次
の
世
代
が
今
あ
る

自
然
を
受
け
継
い
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
行
す
る
姿
勢
が

今
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
に
は
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、
土
に
触
れ
て
、
安
全
に
自
然
の
恵
み
を

収
穫
す
る
、
本
来
の
意
味
で
共
生
す
る
力
を

つ
け
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
す
則
久
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
霧
島

山
。
そ
こ
に
は
自
然
と
共
生
す
る
た
め
の
新

た
な
芽
が
、
自
然
と
向
き
合
う
子
ど
も
た
ち

の
活
動
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
芽
生
え
て
い
ま

す
。
世
界
に
誇
る
国
立
公
園
「
霧
島
」
を
意

識
す
る
こ
と
は
、
そ
の
芽
に
水
を
与
え
る
こ

と
と
な
り
、
や
が
て
大
き
な
幹
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

■霧島小学校６年　永山奈
な

歩
ほ

さん（12）

キリシマミドリシジミの飼育活動
霧島小の６年生は毎年霧島で発見されたこと
から名付けられた珍しいチョウの「キリシマミドリ
シジミ」を卵から飼育しています。それまで昆虫
は苦手でしたが、大切に育てたチョウが美しく成
長し飛び立つ姿を見て、チョウを好きになり、生
き物の命の大切さにも気付きました。このチョウ
は豊かな自然でしか生きられず、霧島山から採取
できる卵は年々減少していると先生から聞きまし
た。チョウの数が昔に戻るように、私も自然を大
事にし、何ができるか考えようと思います。

ジオガイド体験で自作のフリップを使い説明す
る陵南中の生徒たち

霧島小の児童が育てたキリシマミドリシジミ。
エメラルドグリーンの羽を持つ雄は森の宝石と
も呼ばれる

高木美保さん
（撮影／鍋島徳恭）

霧
島
の
自
然
を

未
来
へ

つ
な
ぐ
た
め
に

入場無料

自然と向き合う子どもたちの活動

国立公園「霧島」指定80周年

これからも霧島山と共に
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霧 島 か わ ら 版

３連覇へ
順調な仕上がり
１月27日から２月３日の日程で

サッカーＪ１のサンフレッチェ広
島が霧島市でキャンプを実施しま
した。同クラブはリーグ２連覇中
で日本代表選手がいるなど人気の

チーム。最終日に行われた練習試合には、平日にもかかわらず大勢のサッ
カーファンが集まり、声援を送りました。試合では、キャンプで強化した
見事な連係からゴールが生まれるなど、チームとしての仕上がりの良さが
うかがえました。３月にはソフトボールチームや高校野球チームなどが
キャンプ予定。詳しくは市観光課（☎64-0895）まで問い合わせください。

牧之原地区で
武者行列再現
旧佐土原藩主（現在の宮崎市の

一部）の島津以
ゆき

久
ひさ

が大
おおすみのくに

隅国垂水か
ら佐土原城へ移り住んで410年を
迎えることを記念して、入城の様
子を再現した武者行列が２月９日

から11日まで、各地で行われました。入城390年、400年時に続き３回目の
催しですが、今回初めて福山町牧之原地区でも実施。これは福山町の「ふっ
ぎゃまぼっけもん会」が、20年来交流を続ける佐土原町の町おこしグルー
プ「くじら会」に要望して実現したものです。宮崎市長ら約30人と福山高
校の生徒２人が武者姿で練り歩くと、沿道の人々から拍手が送られました。

空港の旅客数
２億人達成
鹿児島空港の旅客数が１月23日、

開港41年10か月で累計２億人を達
成。２月１日、空港内で記念式典
が開かれました。近年、格安航空
会社の参入などで利用者数は増加

傾向にあり、昨年度は約478万人でした。式典では就航する航空会社が
それぞれ選んだ航空機利用者に記念品や航空券をプレゼント。選ばれた
鹿児島市の黒崎桜子さん（29）は「交際相手が大阪に住んでいるので空港
が近くにあって良かった。月に１回は飛行機を利用していました。結婚
も決まり、今回選んでもらえていい記念になりました」と喜んでいました。

みんなで支える
健康と福祉
健康づくりの推進と福祉の増

進のために健康福祉まつりが２
月２日、霧島市民会館と国分シ
ビックセンターで開催されまし
た。大会では、社会福祉功労者、

健康づくり功労者などの表彰や健康生きがいづくり推進モデル事業の
事例発表、認知症に関する寸劇、フリーアナウンサー生島ヒロシさんに
よる「いつまでも若く生きる秘訣～健康と介護～」と題した講演などが
ありました。このほか、健康、福祉に関する作品展示をはじめ、相談や
体験などのできる各種ブースが設けられ、多くの市民でにぎわいました。

CIVIC NEWS

第
10
回
「
き
り
し
ま
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
会

が
２
月
７
日
に
実
施
さ
れ
、
昨
年

よ
り
64
点
多
い
４
５
７
点
の
応
募

の
中
か
ら
大
賞
や
優
秀
作
品
な
ど

44
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
自
由
部
門

と
エ
ア
ポ
ー
ト
部
門
が
あ
り
、
霧

島
市
の
四
季
に
富
ん
だ
自
然
風
景
、

伝
統
行
事
、
環
境
・
ジ
オ
パ
ー
ク

な
ど
に
関
す
る
も
の
を
写
し
た
自

由
部
門
に
２
５
１
点
、
飛
行
機
、

空
港
で
働
く
人
々
、
出
会
い
、
別

れ
な
ど
鹿
児
島
空
港
の
魅
力
を
写

し
た
エ
ア
ポ
ー
ト
部
門
に
２
０
６

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
10
回

目
の
記
念
と
な
る
今
回
は
、
応
募

者
、
応
募
作
品
と
も
過
去
最
多
の

数
で
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
自
由
部
門

⃝
�

き
り
し
ま
大
賞
＝
酒
匂
博
文

（
鹿
児
島
市
）

⃝
�

優
秀
賞
＝
加
治
木
美
保
子
（
牧

園
）、
海
老
原
勇
一
（
国
分
）、

福
西
誠
幸
（
国
分
）、
原
田
好
行

（
牧
園
）

⃝
�

観
光
協
会
賞
＝
豊
廣
俊
治
（
国

分
）、
川
尻
宣
博
（
姶
良
市
）

⃝
�

環
境
賞
＝
追
鳥
千
鶴
男
（
姶
良

霧島の魅力、
感動の瞬間を写真に収める
過去最多の応募数の中から44作品が入賞

第10回きりしまフォトコンテスト

自由部門きりしま大賞　「運試し」

市
）、
松
元
涼
子
（
鹿
児
島
市
）

⃝
�

入
選
＝
隈
元
一
巳
（
隼
人
）、
伊

地
知
国
雄
（
国
分
）、
福
重
守
郎

（
国
分
）、
山
下
義
明
（
牧
園
）、

疋
田
誠
（
隼
人
）、
宇
都
実
（
横

川
）、
津
曲
弘
（
鹿
児
島
市
）、

鮫
島
孝
（
鹿
児
島
市
）、
豊
永
美

和
子
（
熊
本
県
）、
大
久
保
文
清

（
姶
良
市
）、
有
村
宏
一
（
鹿
児

島
市
）、
池
田
穰
（
鹿
児
島
市
）

■
エ
ア
ポ
ー
ト
部
門

⃝
�

エ
ア
ポ
ー
ト
大
賞
＝
塚
原
宏
文

（
鹿
児
島
市
）

⃝
�

優
秀
賞
＝
松
元
涼
子
（
鹿
児

島
市
）、
川
畑
憲
一
（
姶
良
市
）、

竹
之
下
剛
（
鹿
児
島
市
）、
大
社

　

正
照
（
鹿
児
島
市
）

⃝
�

空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
賞
＝
川
尻

宣
博
（
姶
良
市
）

⃝
�

霧
島
市
商
工
会
賞
＝
野
﨑
健
太

（
国
分
）

⃝
�

か
ご
し
ま
空
港
ホ
テ
ル
賞
＝
中

俣
秀
昭
（
隼
人
）

⃝
�

溝
辺
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
＝

豊
廣
俊
治
（
国
分
）

⃝
�

日
本
航
空
賞
＝
カ
ワ
バ
タ
ト
モ

キ（
神
奈
川
県
）、大
寺
和
子（
姶

良
市
）

⃝
�

全
日
空
賞
＝
加
治
木
美
保
子

（
牧
園
）、
松
本
伸
一
（
出
水
市
）

⃝
�

日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
賞
＝

伊
地
知
国
雄
（
国
分
）、
大
迫
豊

昭
（
薩
摩
川
内
市
）

⃝
�

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
賞
＝
原
田
好
行

（
牧
園
）、
岩
下
昌
平
（
鹿
児
島

市
）

⃝
�

ス
カ
イ
マ
ー
ク
賞
＝
真
方
弥
生

（
国
分
）、
米
倉
勝
（
出
水
市
）

⃝
�

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

賞
＝
鮫
島
孝
（
鹿
児
島
市
）、
惠

智
徳
（
鹿
児
島
市
）

⃝
�

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ　

Ａ
ｖ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
賞
＝
閏
民
子
（
国
分
）、
寺

園
泉
（
鹿
児
島
市
）

昨年３月まで霧島市に住んでい
ました。引っ越した後もよく写真
を撮りに訪れます。霧島市は四季
折々の自然が素晴らしい最高の場
所。空港を取り巻く風景も好きで、
よく撮影しています。この写真は
滑走路に降りてくる飛行機と誘導
灯の美しい一瞬を捉えました。目
で見た感動を残せるのが写真の魅
力。これからも美しいものに気付
く心と写真の技術を高めたいです。

エアポート大賞

塚原宏文さん（鹿児島市在住）

きりしま大賞

酒
さこ う

匂博文さん（鹿児島市在住）

期　　間 場　　所
2月24日（月）～ 3月9日（日） シビックセンター市民ギャラリー
3月11日（火）～ 17日（月） 横川公民館
3月18日（火）～ 24日（月） 牧園総合支所
3月25日（火）～ 31日（月） 霧島総合支所
4月 1日（火）～ 30日（水） 鹿児島空港３階ギャラリー
5月 1日（木）～ 15日（木） 西郷公園（鹿児島空港前）
5月16日（金）～ 22日（木） みそめ館
5月23日（金）～ 30日（金） 福山公民館
6月 4日（水）～ 17日（火） 上野原縄文の森

展示日程
　第10回きりしまフォトコンテストの入賞作品と過去の上
位入賞作品を展示します。

エアポート部門エアポート大賞　「夜のとばりに」

霧島神宮でおみくじを引いた若
者の期待と不安が入り交じった表
情に惹

ひ

かれ、シャッターを切りま
した。定年退職後、写真を始めて
約９年。県内のさまざまなイベン
トや美しい景色を撮って回る日々
です。写真は、星の動きや水の流
れなど、撮り方次第で目には見え
ないものを写すこともできます。
これからも霧島の素晴らしい魅力
を探して写真に残したいです。
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※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。

表紙で強
烈な存在

感を放つ

女店主紅
子さんに

、心をひ
か

れて手に
した本で

す。銭天
堂

の駄菓子
を食べた

人々に起
こ

る怖くて奇
妙な体験

にハラハ

ラドキドキ
し、一気

に読み終

えてしまい
ました。

不思議な

世界に浸
らせてくれ

るこの本は
、

続刊を心
待ちにす

る一冊と
な

りました。

教
授
と
少
女
と
錬
金
術
師
／
金
城
孝
祐

春
、
戻
る
／
瀬
尾
ま
い
こ

左
目
に
映
る
星
／
奥
田
亜
希
子

ぎ
や
ま
ん
物
語
／
北
原
亞
以
子

内
通
者
／
堂
場
瞬
一

相
も
変
わ
ら
ず 

き
り
き
り
舞
い
／
諸
田
玲
子

波
形
の
声
／
長
岡
弘
樹

日
本
橋
本
石
町
や
さ
ぐ
れ
長
屋
／
宇
江
佐
真
理

約
束
の
海
／
山
崎
豊
子

首
都
崩
壊
／
高
嶋
哲
夫

ア
ト
ミ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
／
池
澤
夏
樹

え
を 

か
く 

か
く 

か
く
／
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

ミ
シ
ン
の
う
た
／
こ
み
ね
ゆ
ら

き
ゅ
り
ゅ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
／
斉
藤 

洋

な
ぞ
の
フ
ッ
フ
ッ
フ
ー
／
武
田
美
穂

ひ
そ
ひ
そ
森
の
妖
怪
／
富
安
陽
子

あ
み
だ
だ
だ
／
元
永
定
正

大
好
き
な
モ
モ
コ
さ
ん
に
、
突
然
デ
ー

ト
を
断
ら
れ
た
ワ
ニ
く
ん
は
…
。
勘
違
い
、

思
い
込
み
が
い
っ
ぱ
い
の
、
恋
す
る
ワ
ニ

く
ん
の
ハ
ッ
ピ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
。

し
あ
わ
せ
な
ワ
ニ
く
ん

か
ん
ち
が
い
レ
ス
ト
ラ
ン

松
村
美
香
　
著

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
大
輝
は
、
念
願

叶
っ
て
ア
フ
リ
カ
開
発
部
へ
。
と
こ
ろ
が

文
化
の
違
い
は
想
像
以
上
。
簡
単
な
道

具
も
ま
と
も
に
使
い
こ
な
せ
な
い
地
元
民

相
手
に
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
商
売
が
可
能

な
の
か
？

ア
フ
リ
カ
ッ
！

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス

な
ど
あ
っ
た
ら
便
利
な
お
出
か
け
グ
ッ

ズ
、
個
性
的
な
口く

ち

金が
ね

を
使
っ
た
お
し
ゃ

れ
な
ポ
ー
チ
＆
バ
ッ
グ
と
い
っ
た
、
気

軽
に
作
れ
る
作
品
を
紹
介
。

越
膳
夕
香
　
著

は
た 

こ
う
し
ろ
う
　
著

退
屈
な
時
間
を
ど
う
生
か
す
か
。
そ

の
こ
と
に
実
は
人
生
が
か
か
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
―
。
頭
と
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
、
刺
激
に
満
ち
た
遊

び
方
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

五
木
寛
之
　
著

退
屈
の
す
す
め

も
っ
と
、
が
ま
ぐ
ち
の
本

図書館へ行こう
（竹
たかぜ

子小学校司
書補）

堂平 恵子さん

おすすめの本

http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

ふしぎ駄菓子屋

銭天堂
作者：廣嶋

玲子

私
の
宝
本

駄菓子屋を

舞台とした

不思議な話

イベント名 日　　時［対　象］ 場所・問い合わせ先
幼児と小学生のためのおはなしの部屋

（りんごの木） ４月 5日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館
☎（64）0918

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ４月 7日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 ３月22日（土）、４月12日（土）・26日（土）14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
３月16日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
４月 3日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
４月 4日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］

隼人図書館
☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） ４月13日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） ３月15日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室  ☎（72）1596

お話の時間（紙ふうせん） ３月17日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室  ☎（57）0316

おはなし広場 ３月15日（土）10：00 ～ 11：30 福山図書室  ☎（56）2026

隼人図書館イベント

子ども読書の日
「おはなしの部屋」

（おはなし宮の杜）
⃝�日時＝４月20日（日）午前11

時～ 11時40分
���問＝隼人図書館  ☎（43）7574
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言
わ
れ
る
通
り
に
行
動
す
る
１
、
２
年
生

も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お

姉
ち
ゃ
ん
。
一
生
懸
命
、
園
児
を
リ
ー
ド

し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
進
級
し
て
下
級
生

が
で
き
た
と
き
に
、
上
級
生
と
し
て
対
応

で
き
る
よ
う
心
構
え
を
持
た
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
約
10
年
前
か
ら
続
い

て
い
ま
す
。

同
小
１
年
担
任
の
甲
斐
洋ひ

ろ

美み

さ
ん
は

「
い
つ
も
は
自
分
の
た
め
に
行
動
す
る
こ

と
が
多
い
児
童
が
、
園
児
を
喜
ば
せ
た
い

と
い
う
思
い
で
行
動
し
ま
す
。
仕
切
っ
て

遊
ぶ
姿
を
見
る
と
成
長
し
た
な
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
歩
ず
つ
、

成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
期

待
を
寄
せ
ま
す
。

交
流
会
終
了
後
、
園
児
か
ら
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
言
わ
れ
、

少
し
照
れ
く
さ
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る

児
童
。
そ
の
表
情
は
ど
こ
か
自
信
に
満
ち

て
い
ま
し
た
。

“
自
分
の
た
め
”か
ら

“
誰
か
の
た
め
”に

今
日
か
ら
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん

◎
小
野
小
学
校　

２
年

玉
島  

唯
さ
ん（
８
）

◎
小
野
小
学
校　

２
年

隈
本 

温は
る
と大

君（
８
）

進級する心構え
小野小学校

隼
人
地
区
に
あ
る
小
野
小
学
校
は
、

全
校
児
童
１
７
２
人
（
男
88
、
女

84
）
で
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
学
校
で
す
。

同
小
は
１
学
年
１
学
級
。
児
童
の
性
格

な
ど
か
ら
、
ク
ラ
ス
内
で
の
立
ち
位
置
が

決
ま
る
と
、
そ
れ
が
６
年
間
続
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割

を
経
験
す
る
こ
と
で
、
責
任
感
や
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
な
ど
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
と

異
年
齢
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
掃
除
や
朝
の
体
力
作
り
は
、
学

年
ご
と
で
は
な
く
、
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
が
10
班
に
分
か
れ
て
縦
割
り
班
を
作

り
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

園
児
と
の
交
流

異
年
齢
交
流
の
一
つ
に
園
児
と
の
交
流

が
あ
り
ま
す
。
１
、
２
年
生
が
地
元
の
保

育
園
や
幼
稚
園
に
出
向
き
、
自
分
た
ち
で

企
画
・
制
作
し
た
ゲ
ー
ム
な
ど
で
園
児
と

遊
び
ま
す
。

学
校
で
は
、
高
学
年
の
児
童
に
甘
え
て

遊び方を教えることがとても
難しかった。みんな喜んでいた
ので良かったです。この日のた
めに学校や家で練習しました。
４月から一緒に遊びたいです。

釣りゲームを担当しました。昼
休みも休まずに、みんなで１
週間かけて準備しました。苦
労しましたが、みんなが楽しん
でいたので、うれしかったです。

❶遊び方を分かりやすく教える児童　❷ゲットした賞品をうれしそうに見せるクローバー保育園の園児　❸悪戦苦闘しな
がらもあやとりの仕方を説明　❹「こんなのが釣れたよ」と自慢げな園児　❺園児のために必死にゲームの準備　❻みん
なで手作りした賞品

i
n

t
r

o
d

u
c

t
i

o
n

❶

❸❻

❺

❹
❷



〈作り方〉
① �水に牛引すじを入れて30分ぐらい煮込んでだしをとる。
② �①に小腸以外のモツとみじん切りにしたタマネギ、

ニンニク（つぶして）を入れて煮込む。
③ �30分後、みそ、しょうゆ、みりん、唐辛子、甘露な

どの調味料を入れて30分煮込む。
④ �最後に小腸、モヤシ、キャベツ、ニラを入れて、火

が通ったら完成。

〈材　料〉
牛引すじ400ｇ、水800cc、薄口しょうゆ100cc、甘露
50cc、みそ50ｇ、みりん50cc、タマネギ大１個、ニンニク
２個、コショウ適量、うま味調味料適量、唐辛子（お好み）、
モツ（赤センマイ150ｇ、大腸100ｇ、すじ100ｇ、牛タン
200ｇ、血管100ｇ、小腸100ｇ、入手しにくい場合は大
腸だけでもよい）、モヤシ・キャベツ・ニラはお好みで

モツの煮込み（3〜4人前）

宮
崎
県
小
林
市
に
あ
る
２
つ
の
駅

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
地
域
の
産
業
を
支
え
た「
小
林
駅
」

小
林
駅
は
、
大
正
元
年
に
開
業
さ

れ
、
平
成
24
年
10
月
１
日
に
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
開
業
当
時
、

買
い
物
客
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
、

次
第
に
駅
を
中
心
に
商
店
や
食
堂
な

ど
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
駅
周
辺
で
は
、
名
水
夏
ま
つ

り
、
土
曜
夜
市
や
冬
ま
つ
り
な
ど
が

開
催
さ
れ
、
市
の
中
心
地
に
位
置
す

る
玄
関
口
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

開
業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
容

器
か
ら
食
材
ま
で
小
林
産
の
も
の
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
駅
弁
「
ご
は
ん

と
さ
る
こ
」
を
販
売
。
有
限
会
社
く

ま
扇せ
ん

（
☎
０
９
８
４
（
23
）
１
８
４

７
）
で
、
５
個
以
上
、
２
日
前
ま
で

の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
地
域
の
思
い
が
咲
く「
西
小
林
駅
」

西
小
林
駅
は
、
住
民
の
積
極
的
な

誘
致
活
動
が
実
り
昭
和
４
年
に
開
業

し
ま
し
た
。
駅
は
多
く
の
利
用
者
で

あ
ふ
れ
、
次
第
に
ま
ち
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
40
年
ご
ろ
を
境
に
利

用
者
は
減
少
し
、
現
在
は
無
人
駅
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
元
住
民
ら
に

よ
り
利
用
者
を
も
て
な
す
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
横
に
あ
る
花
壇
の
四
季

折
々
の
花
も
そ
の
一
つ
。
昨
年
は
地

元
住
民
ら
が
植
え
た
４
０
０
０
本
の

ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
、
利
用
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
駅
を
菜
の
花
で

埋
め
尽
く
す
「
イ
エ
ロ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
現
在
実
施
中
。
昨
年
11
月

に
種
が
ま
か
れ
、
３
月
下
旬
に
は
見

ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

問�

＝
小
林
市
市
民
協
働
課
☎
０
９
８

４（
23
）１
１
４
８

環
霧
島
・
錦
江
湾
奥
イ
ベ
ン
ト
情
報

目指せ !世界ジオパーク認定

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

姶良市

鹿児島市 錦江湾

桜島

垂水市

霧島山

錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、
姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて
連携し、地域活性化を図ることを目指します。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻
く鹿児島・宮崎両県の５市２町で
構成され、県境を越えて連携し地
域活性化を図ります。

環霧島会議

錦江湾奥会議

錦 江 湾 奥 イ ベ ン ト

・ �営業＝年中無休（事前予約必要）
・ �場所＝垂水市新御堂1344-1
・ �内容＝年中フルオープンの森の駅たるみ
ず。今回、全てのコテージに温泉を完備
しました。冬の森で癒やしの時間をお過
ごしください。
＝森の駅たるみず  ☎0994（32）9601

猿ヶ城渓谷森の駅たるみず垂水市

・ �日時＝３月30日（日）午前10時～午後3時
30分

・ �場所＝県民の森中央広場
・ �内容＝和太鼓演奏、あいらアゴ肉焼や地
元農産物の出店、木工クラフト実演、焼
酎などが当たる抽選会など※先着500人。
＝実行委員会  ☎（68）0557

第３回県民の森桜フェスティバル姶良市

・ �期間＝３月21日（金・祝）～ 23日（日）
・ �場所＝グリーンファーム(鹿児島市喜入一
倉町5809-97)

・ �内容＝園内外に約1,000本の桜がありま
す。桜もちづくりなどの体験プログラムや
ブース出店、串団子の振る舞いもあります。
＝グリーンファーム  ☎099（345）3337

さくらまつり2014鹿児島市

駅弁「ごはんとさるこ」

小林駅舎

西小林駅舎

環 霧 島 イ ベ ン ト

・ �日時＝３月22日（土）正午～午後10時、23
日（日）午前10時～午後３時

・�場所＝小林市細野牧場
・�内容＝県内外からたくさんの露店のほか、
ダンスや太鼓などのステージイベントも
開催。22日午後7時からは花火もあります。
＝�小林市観光協会  ☎0984（22）8684

まきばの桜まつり小林市

・�期間＝3月28日（金）～ 4月6日（日）
・�場所＝母智丘公園
・�内容＝約2,600本の桜があり、期間中、ラ
イトアップと写真コンテストが行われま
す。３月29日（土）と30日（日）にはステー
ジイベントなども開催されます。
＝�都城観光協会  ☎0986（23）2460

もちお桜まつり都城市

・ �日時＝３月23日（日）午前10時～午後2時
・ �場所＝皇子原公園多目的広場
・ �内容＝園内には約300本の桜があり、ス
テージショーやクラシックカー展示、物
産展などが行われます。

＝高原町観光協会  ☎0984（42）4560

皇
おう

子
じ

原
ばる

公園花まつり高原町

ぐるっと霧島
周遊列車

環霧島探訪

市
消
防
団
福
山
方
面
隊
牧
之
原

部
の
年
末
警
戒
で
は
毎
年
、

ち
ゃ
ん
こ
鍋
や
さ
く
ら
鍋
な
ど
お
い

し
そ
う
な
料
理
が
並
び
ま
す
。
作
っ

て
い
る
の
は
同
団
員
で
福
山
町
福
山

の
楠
元
認み

と
むさ
ん
（
67
）。
団
員
か
ら

は
「
炊
事
軍
曹
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま�

す
。26

年
前
、
入
団
し
た
ば
か
り
の
楠

元
さ
ん
は
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食

べ
て
年
末
警
戒
に
出
動
す
る
団
員
を

見
て
、
栄
養
の
あ
る
も
の
を
食
べ
さ

せ
た
い
と
思
い
、
そ
れ
以
来
、
毎
回

メ
ニ
ュ
ー
を
変
え
て
自
慢
の
手
料
理

を
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。

料
理
上
手
の
噂
は
広
ま
り
、
地
域

イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
る
こ
と
も
。
市

内
外
か
ら
教
わ
り
に
来
る
人
も
い
る

ほ
ど
で
す
。

「
私
の
料
理
で
喜
ん
で
く
れ
る
人

が
い
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
お
い
し

い
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
そ
の

と
き
集
ま
る
人
の
雰
囲
気
を
見
て
味

付
け
を
変
え
て
い
ま
す
」

料
理
に
興
味
を
持
ち
だ
し
た
の
は

小
学
生
の
こ
ろ
。
両
親
が
自
営
業
で

忙
し
く
自
分
で
作
る
機
会
が
多
か
っ

た
楠
元
さ
ん
は
、
母
親
が
料
理
を
す

る
時
、
い
つ
も
近
く
で
見
て
、
そ
の

味
を
覚
え
ま
し
た
。

大
人
に
な
っ
て
も
そ
の
好
奇
心
は

衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
地
域
の
方

と
の
飲
み
会
な
ど
で
出
さ
れ
た
料
理

に
気
に
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
作
り

方
を
聞
き
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
た
。

「
田
舎
料
理
な
ら
ほ
と
ん
ど
作
れ

ま
す
。
鍋
料
理
も
20
種
類
以
上
。
私

の
料
理
は
母
や
地
域
の
方
と
の
絆
が

作
り
出
し
て
く
れ
た
も
の
。
こ
れ
か

ら
も
料
理
で
た
く
さ
ん
の
人
を
喜
ば

せ
た
い
で
す
ね
」

楠
元
さ
ん
に
「
思
い
出
の
味
は
」

と
尋
ね
る
と
「
う
ー
ん
、
全
部
か
な
。

そ
こ
に
は
い
つ
も
食
べ
た
人
の
笑
顔

が
あ
る
か
ら
」
と
照
れ
く
さ
そ
う
に

ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

み
ん
な
の
笑
顔
の
た
め
に
と
作
り

出
さ
れ
る
楠
元
さ
ん
の
料
理
は
、
食

べ
た
人
の
心
に
も
思
い
出
の
味
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
の
分
だ
け

思
い
出
の
味
が
あ
る

思い出の味を募集しています。住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、あなたの心に残る、食べたらなぜか元
気になる味をエピソードとともにお寄せください。採用された方には後日連絡の上、取材させていただきます。
（宛先）〒899−4394  国分中央三丁目45番１号　秘書広報課「思い出の味」係

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

数あるレパートリーの中でも人気の「モツ煮
込み」。自宅にあるいろりを囲んで、地域の方
と自慢の手料理を食べながらお酒を飲むのが
一番の楽しみ。

◎福山町福山 楠元 認
みとむ

さん（67）

15  Kirishima City Public Relations, 2014.3, Japan 広報きりしま  14

slow
 food &

 cooperation



霧
島
山
と
共
に
生
き
る

地図と登山者のマナーを記したチラシを観光客に配る

不動池を背に硫黄山のパトロールに励む
17  Kirishima City Public Relations, 2014.3, Japan 広報きりしま  16広報きりしま  16

静
寂
と
霊
気
に
包
ま
れ
た
山
の
空
気
。

耳
を
傾
け
る
と
か
す
か
に
聞
こ
え
て

く
る
鳥
の
さ
え
ず
り
、
木
の
葉
が
奏
で
る
風

の
音
。
深
く
深
呼
吸
し
て
目
を
閉
じ
る
と
、

何
も
か
も
忘
れ
て
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
く
。

「
雄
大
な
自
然
に
人
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
瞬
間
で
す
ね
」。
霧
島
連
山
自
然
保

護
協
議
会
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
班
で
長
年
活
動

を
続
け
る
大
窪
三
郎
さ
ん（
84
）は
、
霧
島
山

の
魅
力
に
つ
い
て
そ
う
語
り
ま
す
。

昭
和
42
年
に
霧
島
山
の
自
然
保
護
を
目
的

に
発
足
し
た
霧
島
連
山
自
然
保
護
協
議
会

（
発
足
当
時
は
国
立
公
園
管
理
者
会
議
）
は
、

登
山
ブ
ー
ム
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
増
加
し
て

き
た
高
山
植
物
の
盗と

う

採さ
い

被
害
や
登
山
道
周
辺

の
ご
み
問
題
を
打
開
し
よ
う
と
昭
和
58
年
、

特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を
設
置
し
ま
す
。
そ
の

THE SCENE

霧島に生きる

s
l

o
w

 
l

i
f

e

大窪三郎さん（84）
霧島国際ホテル支配人を務め、現在は同ホテル技術
顧問。年齢を感じさせない軽やかな足取りで霧島の
山々を歩く。特別パトロール班のほか「霧島ふるさと
命の森をつくる会」、「キリシマ連山稀少植物保全調
査会」など13の団体に所属。火山の恵み、クリーン
エネルギーの温泉熱を活用した発電などで地球温暖
化防止、自然環境の保全にも取り組んでいる。楽し
く活動できるのも妻・千

ち

世
せ

子
こ

さんのおかげと話す。

設
置
の
必
要
性
を
訴
え
、
自
身
も
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
盗
採
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
や
清
掃
活

動
を
始
め
た
大
窪
さ
ん
。
30
年
経
っ
た
今
も

そ
の
活
動
の
手
は
緩
め
ま
せ
ん
。

神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
た
大
窪
さ
ん
は
、
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
山
が
好
き
で
、
よ
く
神
戸

ア
ル
プ
ス
や
六
甲
山
に
登
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
後
大
手
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
、
そ

の
技
術
が
買
わ
れ
た
こ
と
、
両
親
が
鹿
児
島

に
い
た
こ
と
か
ら
、
42
歳
の
と
き
霧
島
国
際

ホ
テ
ル
に
転
職
を
決
意
。
同
ホ
テ
ル
の
施
設

管
理
長
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

「
転
職
を
決
意
し
た
理
由
の
一
つ
に
霧
島

山
が
あ
り
ま
す
。
移
住
前
、
初
め
て
登
っ
た

と
き
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
そ
こ
に
漂
う
厳

か
な
空
気
。
そ
の
後
ど
の
山
よ
り
四
季
折
々

の
表
情
が
豊
か
な
山
だ
と
知
り
ま
し
た
。
雄

大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の
場
所
な
ら
と
移

住
し
、
ホ
テ
ル
の
敷
地
内
だ
け
を
美
化
す
る

の
で
は
な
く
、
こ
の
地
を
囲
む
霧
島
の
山
々

の
自
然
を
美
し
く
保
つ
こ
と
、
そ
れ
が
観
光

客
へ
の
お
も
て
な
し
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
、

活
動
を
始
め
ま
し
た
」

活
動
の
成
果
は
徐
々
に
表
れ
ま
し
た
。
昼

夜
を
問
わ
ず
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
突
然
の

落
雷
や
遭
難
の
危
険
も
あ
り
、
仕
事
の
傍
ら

行
う
に
は
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
数
年
経

つ
こ
ろ
に
は
盗
採
は
減
少
。
ご
み
は
持
ち
帰

る
、
山
を
汚
さ
な
い
と
い
う
登
山
マ
ナ
ー
も

少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。「『
自
然

の
美
し
さ
に
感
動
し
た
』『
ま
た
来
た
い
』

と
い
う
登
山
者
の
声
を
聞
く
た
び
、
や
っ

て
き
て
良
か
っ
た
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
と
き
も
、
山
の
空
気
を
目

い
っ
ぱ
い
吸
う
と
い
つ
の
間
に
か
元
気
が
出

て
く
る
ん
で
す
」
と
大
窪
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
み

ま
す
。

そ
ん
な
霧
島
山
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
大
窪

さ
ん
に
と
っ
て
、
平
成
23
年
１
月
26
日
は
忘

れ
ら
れ
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。
約
３
０
０

年
ぶ
り
の
新
燃
岳
の
大
噴
火
。
巨
大
な
噴
石

が
飛
び
、
大
量
の
火
山
灰
が
降
り
注
ぐ
。
数

か
月
に
渡
る
噴
火
活
動
を
近
く
で
見
な
が
ら

「
あ
の
植
物
は
、
あ
の
動
物
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
。
霧
島
山
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
と
胸

を
痛
め
た
と
い
い
ま
す
。

「
霧
島
山
が
生
き
て
い
る
活
火
山
だ
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
自

然
保
護
、
山
を
守
る
活
動
を
続
け
て
き
た
つ

も
り
で
す
が
、
山
を
“
守
る
”
と
い
う
の
は

も
し
か
し
た
ら
人
間
の
エ
ゴ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
山
は
永
遠
で
す
。
私
た
ち
に
で
き
る
の

は
、
自
然
が
自
然
の
ま
ま
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
畏い

敬け
い

の
念
を
持
っ
て
共
に
生
き
て

い
く
こ
と
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

国
立
公
園
「
霧
島
」
指
定
80
周
年
で
、
今

注
目
を
集
め
て
い
る
霧
島
山
。
そ
の
霧
島
山

と
歩
幅
を
合
わ
せ
て
歩
い
て
き
た
人
た
ち
が

い
ま
す
。
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
霧
島
山
を
見

詰
め
る
大
窪
さ
ん
は
、
そ
の
美
し
い
景
色
に

溶
け
込
み
、
ま
る
で
霧
島
の
大
自
然
か
ら
歓

迎
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

ノカイドウ

ミヤマキリシマ

霧に包まれる赤松林の中の
ミヤマキリシマ（えびの高原）

四季折々の草花も魅力の一つ。

春から初夏にかけては山を彩

るノカイドウやミヤマキリシ

マが大窪さんのおすすめ



大
隅
国
分
寺 

そ
の
弐

シ
リ
ー
ズ
大
隅
国
を
知
る  （
最
終
回
）

江
戸
時
代
後
期
に
書
か
れ
た
三さ

ん

国ご
く

名め
い

勝し
ょ
う

図ず

会え

に
は
、「
観か

ん

音の
う

堂ど
う

と
石
造
の
五
重
塔
が
残
る

草注
２

庵
と
な
っ
た
が
参
拝
者
は
絶
え
な
い
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
国
分
寺
の

南
側
の
道
路
は
「
観か

ん

音の
ん

筋す
じ

」
と
い
う
名
前
が

今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。

国
分
寺
の
境
内
の
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
二
十

年
代
ま
で
墓
地
だ
っ
た
こ
と
も
調
査
が
進
ま

な
い
理
由
の
一
つ
で
す
。
葬
式
は
土
葬
で
、

国
分
寺
の
遺
構
は
墓は

か

穴あ
な

を
掘
る
際
に
壊
さ
れ

た
た
め
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
は
、
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
布
告

さ
れ
た
「
神
仏
判
然
（
分
離
）
令
」
は
、
神

道
と
仏
教
の
分
離
が
目
的
で
し
た
が
、
結
果

と
し
て
廃は

い

仏ぶ
つ

運
動
が
起
こ
り
、
特
に
薩
摩
藩

内
の
寺
院
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

大
隅
国
分
寺
跡
に
あ
る
首
や
腕
の
な
い
仁
王

像
は
そ
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
隅
国
分
寺
は
幾
多
の
苦

難
に
遭
い
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

“
国
の
華
”
と
う
た
わ
れ
た
国
分
寺
は
、「
国

分
」
と
い
う
地
名
の
由
来
で
も
あ
り
、
全
国

で
も
限
ら
れ
た
場
所
に
し
か
な
い
貴
重
な
史

跡
な
の
で
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

大
隅
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念
と
し
て
、

昨
年
１
月
か
ら
「
大
隅
国
を
知
る
」
と
題
し

た
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
月
で
最
終
回
で
す
。
次
回
か
ら
は
、
霧
島

市
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

現
在
、
大
隅
国
分
寺
跡
は
国
指
定
史
跡
と

な
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
国

分
寺
で
使
わ
れ
て
い
た
瓦
（
布ぬ

の

目め

瓦が
わ
ら）
や
土

器
、
国
分
寺
の
北
限
と
南
限
の
遺
構
な
ど
が

確
認
さ
れ
、
寺
域
は
か
な
り
広
い
範
囲
に
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
寺
の
範
囲
や
建
物
の
配
置
は
未

だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

大
隅
国
分
寺
が
こ
れ
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
歴

史
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

三
．
苦
難
の
大
隅
国
分
寺

本
来
、
国
分
寺
は
東
西
南
北
に
合
わ
せ
て

造
ら
れ
、
周
辺
の
町
並
み
や
耕
作
地
な
ど
も

寺
に
合
わ
せ
ま
す
が
、
現
在
の
町
並
み
は
北

西
―
南
東
方
向
と
大
き
く
傾
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
島
津
家
第
十
六
代
当
主
島し

ま

津づ

義よ
し

久ひ
さ

が
、
慶け

い

長ち
ょ
う

九
（
一
六
〇
四
）
年
に
舞
鶴
城
を

築
城
し
、
城
に
合
わ
せ
て
城
下
町
（
現
在
の

国
分
市
街
地
）
も
造
り
変
え
ま
し
た
。
こ
の

出
来
事
が
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
国
分
寺
や
そ

の
周
辺
地
形
を
一
変
さ
せ
、
国
分
寺
は
現
在

の
国
指
定
地
ほ
ど
の
大
き
さ
で
残
り
ま
し
た
。

七
六
六
年　

台
風
被
害
の
発
生

神か
み

造つ
く
り

島じ
ま

地
震
で
住
民
避
難

七
八
八
年　

曽そ

之の

山や
ま

（
御お

鉢は
ち

）
噴
火

七
九
一
年　

豊ぶ
ん

後ご

・
日
向
・
大
隅
で
飢
饉

八
〇
〇
年　

�

大
隅
・
薩
摩
に
班は

ん

田で
ん

収し
ゅ
う

授じ
ゅ

が

敷
か
れ
る

八
〇
一
年　

隼
人
の
朝

ち
ょ
う

貢こ
う

を
停
止
す
る

こ
の
よ
う
に
、
大
隅
国
は
八
世
紀
（
７
０

１
～
８
０
０
年
）
後
半
は
天
災
や
飢
饉
に
繰

り
返
し
見
舞
わ
れ
、
九
世
紀
（
８
０
１
～
９

０
０
年
）
に
入
る
と
律
令
国
と
し
て
の
基
盤

が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
弘こ

う

仁に
ん

十

一
（
八
二
〇
）
年
に
書
か
れ
た
「
弘
仁
式
」

に
大
隅
国
分
寺
の
名
が
初
め
て
登
場
す
る
こ

と
か
ら
、
大
隅
国
分
寺
は
九
世
紀
初
頭
に
建

立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
．
国
分
寺
の
位
置
と
範
囲

聖
武
天
皇
は
、
南
に
開
け
た
小
高
い
場
所

で
人
々
が
参
詣
し
や
す
い
静
か
な
と
こ
ろ
に

国
分
寺
を
建
立
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。

大
隅
国
分
寺
は
、
後こ

う

背は
い

に
城
山
か
ら
連
な

る
尾
根
が
控
え
、
正
面
に
は
天注

１

降
川
が
流
れ
、

そ
の
先
に
は
錦
江
湾
や
桜
島
を
望
む
標
高
12

㍍
の
微
高
地
に
あ
り
、
聖
武
天
皇
が
示
し
た

条
件
に
合
っ
て
い
ま
す
。

国
分
寺
の
建
立
に
至
る
ま
で
の
話
は
前
回

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
大
隅
国
分
寺
が
建
て

ら
れ
た
時
期
と
そ
の
規
模
、
さ
ら
に
は
そ
の

後
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
．
建
立
の
時
期

国
分
寺
は
、
聖

し
ょ
う

武む

天て
ん

皇の
う

が
鎮ち

ん

護ご

国こ
っ

家か

と
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
うを
願
っ
て
、
天て

ん

平ぴ
ょ
う

十
三
（
七
四
一
）

年
、
国
ご
と
に
僧そ

う

寺じ

と
尼に

寺じ

の
建
立
を
命
じ

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
国
分
寺
の
建
立

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
経

済
力
や
人
員
（
技
術
者
）
の
確
保
、
さ
ら
に

は
統
治
力
な
ど
の
実
情
に
よ
っ
て
か
な
り
差

が
生
じ
ま
し
た
。

大お
お
す
み
の隅
国く

に

は
、
当
時
天
災
な
ど
が
多
く
発
生

し
、
ほ
か
の
国
に
比
べ
て
だ
い
ぶ
遅
れ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
様
子
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
に

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

七
六
四
年　

大
隅
・
薩
摩
の
境
で
大
噴
火

※注１=現在の天降川は、江戸時代に川筋が改修されたもの　※注２=藁
わら

葺
ぶき

の粗末な家

○
と
い
う
こ
と
だ
ね
」「
そ
れ
は
つ
ら
か
っ

た
ね
」
な
ど
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
共
感

し
た
上
で
相
手
を
大
切
に
思
う
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

<

つ
な
ぎ>

心
の
病
気
や
社
会
・
経
済
的
な
問
題
な
ど

を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
公
的
相
談
機

関
や
医
療
機
関
な
ど
の
専
門
家
へ
の
相
談
を

勧
め
ま
し
ょ
う
。
無
理
強
い
せ
ず
に
何
回
か

勧
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　
　
　

相
談
を
受
け
た
側
も
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
上
で
本
人
の

状
況
や
気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
家
族
や

友
人
、
上
司
と
い
っ
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
や
専

門
家
の
協
力
や
連
携
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

※�

市
で
は
臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の

相
談
」
を
月
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。（
予

約
制
で
す
）

あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎�

問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９
０
５

３
月
は
国
が
定
め
た
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
平
成
24
年
に
全
国
で
２
万
７
８
５
８

人
、
霧
島
市
で
も
23
人
の
方
が
自
殺
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
遺
族
や
同
僚
な
ど
身

近
な
人
の
自
殺
に
よ
っ
て
多
大
な
影
響
を
受

け
た
方
は
そ
の
５
、
６
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
殺
は
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末
の

死
で
あ
り
、
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
社
会
的
な

問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
自
殺
を
考
え
て
い
る

人
は
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
一
方
、
自
殺
を
図
っ
た
方
の
家
族
や

職
場
の
同
僚
な
ど
身
近
な
人
で
も
そ
の
サ
イ

ン
に
気
付
き
に
く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
に
も
で
き
る

自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

<

変
化
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
る>
⃝
�

仕
事
面
の
変
化
＝
遅
刻
・
早
退
・
欠
勤
が

増
え
る
、
作
業
能
力
の
低
下
、
積
極
性
・

自
発
性
の
低
下
な
ど
。

⃝
�

様
子
の
変
化
＝
元
気
が
な
く
な
る
、
ま
た

は
過
剰
に
元
気
、
会
話
が
減
る
ま
た
は
過

剰
に
多
弁
、
気
持
ち
の
浮
き
沈
み
が
激
し

い
、
表
情
が
な
い
、
単
調
な
話
し
方
な
ど
。

声
を
掛
け
る
時
は
、
な
る
べ
く
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
ら
れ
る
環
境
で
「
最
近
ど
う
？
」

「
体
の
調
子
は
ど
う
？
」「
ご
飯
食
べ
て
る
？
」

「
眠
れ
て
る
？
」
な
ど
自
分
に
で
き
る
声
掛

け
を
し
ま
し
ょ
う
。「
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

健康増進課

自殺対策
強化月間

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

て
も
、
折
を
み
て
声
掛
け
し
ま
し
ょ
う
。

中
に
は
、
元
気
づ
け
よ
う
と
「
飲
み
会
」

に
誘
う
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
飲
ん
だ
当

初
は
と
て
も
開
放
的
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す

が
、
時
間
が
た
つ
と
か
え
っ
て
抑
う
つ
が
進

み
、
眠
り
に
く
く
な
っ
た
り
、
衝
動
性
が
あ

が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
死
に
対
す
る
恐
怖
感

が
薄
く
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
既
に
抗
う

つ
剤
な
ど
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
場
合
、
薬
が

効
き
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
つ
ら

い
時
の
飲
酒
は
と
て
も
危
険
で
す
。
悩
ん
で

い
る
方
に
は
「
飲
み
会
」
で
は
な
く
「
ラ
ン

チ
」
を
何
回
か
誘
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

<

話
し
を
聴
く>

悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
と
に
か
く
相

手
の
話
を
遮
ら
ず
最
後
ま
で
し
っ
か
り
聴
き

ま
す
。
疑
問
が
湧
い
た
り
発
言
し
た
く
な
っ

て
も
自
分
が
話
す
の
は
そ
の
後
に
し
ま
し
ょ

う
。
話
題
を
そ
ら
し
た
り
訴
え
や
気
持
ち
を

否
定
し
た
り
、
表
面
的
な
励
ま
し
を
す
る
こ

と
は
逆
効
果
で
す
。「
そ
う
だ
ね
」「
な
る
ほ

ど
」「
よ
く
わ
か
る
よ
」「
そ
れ
は
つ
ま
り
○

イラスト：細川貂々

イラスト：細川貂々

三国名勝図会

大隅国分寺の
推定寺域

国指定史跡
「大隅国分寺跡」
指定地

国分小
（舞鶴城跡）

周辺地形図

マックスバリュ
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霧島市民会館自主文化事業

スーパーライ
ブ

2014
in KIRISHIMA

●チケット販売所＝霧島市民会館、霧島市教育委員会、霧島市役所売店、き
りしま国分山形屋、ミヤタカンパニー、Ａ・コープ姶良・国分各店、国分進行堂、
プラスきりしまカードインフォメーション、鹿児島音協、ローソンチケット

（Ｌコード：82441）、チケットぴあ（Ｐコード：217-983）、イープラス

●日時 3月30日日
●場所 霧島市民会館

胸をときめかせ、画面にくぎ付けになって見た

アニメのヒットソングを

水木一郎・堀江美都子・影山ヒロノブで結成された

アニソンBIG3が歌いまくる！

鹿児島初上陸のスーパーライブ。

盛り上がること、間違いなし！

世代を超え、歌うもよし、踊るもよし！

皆で盛り上がろうゼット！

●チケット 3,500円

＝霧島市民会館  ☎（64）0926

午後３時30分開演
（開場＝午後３時）

（当日4,000円）全席自由
※未就学時は入場不可。

水
木
一
郎

「
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
」

「
バ
ビ
ル
二
世
」

「
キ
ャ
プ
テ
ン
ハ
ー
ロ
ッ
ク
」ほ
か

堀
江
美
都
子

「
キ
ャ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ン
デ
ィ
」

「
花
の
子
ル
ン
ル
ン
」

「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」ほ
か

影
山
ヒ
ロ
ノ
ブ

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
Ｚ
よ
り

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
－
Ｌ
Ａ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ
－
Ｃ
Ｈ
Ａ
－
Ｌ
Ａ
」

「
Ｗ
Ｅ　

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ　
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」

ほ
か

E vent ◎イベント情報

別
邸
の
庭
園
を
背
景
に
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

日
時
＝
３
月
22
日
（
土
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
10
分

⃝
�

場
所
＝
旧
田
中
家
別
邸

⃝
�

参
加
費
＝
１
０
０
円
（
黒
酢
の

里
マ
ッ
プ
代
を
含
む
）
※
高
校

生
以
下
無
料

⃝
�

出
演
＝
福
山
幼
稚
園
児
、
福
山

小
学
校
児
童
、
福
山
中
学
校
生

徒
、き
り
し
ま
創
造
舞
台
（
歌
・

ダ
ン
ス
）、大
塚
滋し
げ

子こ

さ
ん
（
謡

曲
）、重
信
優ま
さ
るさ

ん（
ご
っ
た
ん
）

※�

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

C ivic service ◎市民サービス N otice ◎お知らせ

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
の

窓
口
の
受
付
時
間
を

延
長
し
ま
す

３
月
末
か
ら
４
月
の
初
め
は
、

引
っ
越
し
に
関
す
る
手
続
き
な
ど

の
た
め
、
窓
口
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
。そ
の
た
め
、３
月
24
日（
月
）

�

か
ら
４
月
６
日（
日
）ま
で
の
間
、

国
分
庁
舎
と
水
道
部
庁
舎（
隼
人
）

の
窓
口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま

す
。

⃝
�

平
日
＝
午
後
５
時
～
７
時

⃝
�

土
日
＝
午
前
８
時
15
分
～
午
後

５
時

第
７
回
霧
島
市

少
年
少
女
合
唱
祭

少
年
少
女
ら
の
美
し
い
歌
声
を

お
聴
き
く
だ
さ
い
。

特
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の�

は
、
３
月
28
日
（
金
）
か
ら
４
月

４
日
（
金
）
で
す
。
期
間
中
の
平

日
午
後
５
時
以
降
や
土
日
に
お
越

し
い
た
だ
け
れ
ば
、
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
手
続
き
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
コ
ア
・
よ
か
」
は
、
毎
日
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
開

所
し
て
い
ま
す
。
証
明
発
行
の
み

の
場
合
は
、「
コ
ア
・
よ
か
」
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
市
民
課
窓
口
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
０
１

⃝
�

日
時
＝
３
月
23
日（
日
）午
後
２

時
開
演
（
入
場
無
料
）

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

出
演
＝
霧
島
市
少
年
少
女
合
唱

団
、
姶
良
市
立
少
年
少
女
合
唱

団
、
国
分
中
学
校
合
唱
部
。

⃝
�

曲
目
＝
「
ふ
る
さ
と
」、「
ぼ
く

ら
は
仲
間
」、「
桜
ノ
雨
」、「
霧

島
市
歌
」、「
ビ
リ
ー
ブ
」
ほ
か

◎�

＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）１ 

１
１
９

福
ふ
く
コ
ン
サ
ー
ト

地
域
に
根
差
し
た
市
民
文
化
交

流
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
旧
田
中
家

◎�

＝
福
山
町
漁
業
協
同
組
合
☎

（
55
）２
５
０
６

⃝
�

日
時
＝
４
月
５
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
（
受
付
＝

午
後
１
時
か
ら
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

講
師
＝
明あ

か
し石
洋よ

う

子こ

さ
ん
（
社
会

福
祉
法
人
あ
お
ぞ
ら
共
生
会
副

理
事
長
・
川
崎
市
自
閉
症
協
会

会
長
）

⃝
�

演
題
＝
「
後
輩
た
ち
に
伝
え
た

い
子
育
て
の
心
構
え
と
工
夫
～

自
閉
症
の
息
子
と
共
に
～
」

⃝
�

定
員
＝
先
着
２
５
０
人

⃝
�

参
加
費
＝
５
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

か
メ
ー
ル
で
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎�

�問・�申
＝
特
定
非
営
利
活
動
法

人
陽
だ
ま
り
☎（
46
）６
２
４
７ 

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）、npo.hida 

m
ari.koj@

gm
ail.com

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム・ジ
オ
ツ
ア
ー

⃝
�

期
日
＝
３
月
21
日（
金
・
祝
）

■
フ
ォ
ー
ラ
ム

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
都
城
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

⃝
�

内
容
＝
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

報
告
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し

た
取
り
組
み
紹
介
な
ど
。

■
ジ
オ
ツ
ア
ー

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
～
５
時

⃝
�

内
容
＝
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
か
ら

霧
島
山
が
形
成
さ
れ
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
学
ぶ
た
め
、
環
霧
島
地

域
の
ジ
オ
サ
イ
ト
（
関
之
尾
滝
、

ご
ろ
が
轟
、高
千
穂
牧
場
、御
池
、

東
霧
島
神
社
）
を
バ
ス
で
巡
る
。

⃝
�

参
加
費
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
３
月
14
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
課
☎（
64
）０
９
３
６

不
妊
治
療
助
成
金
の
限
度
額
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
す

市
で
は
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

体
外
受
精
と
顕
微
授
精
に
よ
る
不

妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
に
対
し
て

不
妊
治
療
費
を
助
成
す
る
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

１
組
の
夫
婦
に
対
し
、
１
年
度

あ
た
り
15
万
円
を
限
度
に
通
算
５

年
間
助
成
し
ま
す
が
、
４
月
１
日

以
降
の
申
請
か
ら
次
の
治
療
に
つ

い
て
は
助
成
金
の
限
度
額
が
７
万

５
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

◦�

以
前
に
凍
結
し
た
胚は

い

を
解
凍
し

胚
移
植
を
実
施
す
る
場
合
。

◦�

採
卵
し
た
が
卵
が
得
ら
れ
ず
、

ま
た
は
状
態
の
よ
い
卵
が
得
ら

れ
ず
中
止
し
た
場
合
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

自
閉
症
啓
発
講
演
会

実
際
に
自
閉
症
の
お
子
さ
ん
を

育
て
た
経
験
の
あ
る
先
生
を
講
師

に
お
迎
え
し
ま
す
。
子
育
て
の
秘

訣
や
方
向
性
、
地
域
と
の
協
働
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

◎�

＝
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
福
山

【
池
江
】☎
０
９
０（
９
７
２
８
）

１
７
６
０

福
ふ
く
漁
師
グ
ル
ー
プ

「
鮮
魚
ま
つ
り
」

福
山
町
漁
業
協
同
組
合
の
有
志

が
集
い
、
福
山
港
で
そ
の
日
に
水

揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
類
を
毎
月

１
回
販
売
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
毎
月
第
４
土
曜
日
の
午

後
３
時
か
ら
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）

※
次
回
は
３
月
22
日（
土
）

⃝
�

場
所
＝
福
山
港
内

口を大きく開け、お腹の底から声を出す
霧島市少年少女合唱団のメンバー

新鮮な魚を買い求める人でにぎわう福山港

◎時間延長を行う担当課の業務

◎時間延長を行う期間

※１.�赤字で表示してある業務は、「コア・よか」でも取り扱っています。 
「コア・よか」問＝☎（46）1337

　２.�暗証番号を登録した「霧島市民カード」をお持ちの方は、自動
交付機でも、毎日、午前 8時から午後 8時まで住民票、印鑑証明、
一部の税証明を取ることができます。どうぞご利用ください。

区　　分 取り扱う業務内容

国
　
分
　
庁
　
舎

市　民　課

住民異動届の受け付け、住民票の交付、印
鑑証明の交付、印鑑登録、戸籍謄抄本の交付、
市県民税（所得証明、課税証明〔個人・世帯〕）、
納税証明（市県民税、軽自動車税〔車検用〕）
※1、戸籍届け書の受け付け
※�市民サービスセンターでの戸籍謄抄本の交付は､ 現
在戸籍に限ります。

保険年金課
国民健康保険の届け出・受け付けと被保険
者証の発行、国民年金・後期高齢者医療関
係の届け出・受け付けなど

長寿・障害
福　祉　課

介護保険、障害福祉関係の各種申請・受け
付け

児童福祉課
児童手当、子ども医療費助成、出生祝い金
などの申請・受け付け、保育所入園申し込
みなど

水
道

水　道　部
管　理　課

水道使用の開始・精算の受け付け
場所：�霧島市隼人町内 341 ☎（42）3500

3 月 4月
24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

午後７時まで 午後５
時まで 午後７時まで 午後５

時まで

※特に混雑が予想される期間です。
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K i r i s h i m a  I n f o r m a t i o n

市からのお知らせや
募集などの
情報をお届けします。

詳細な情報は掲載されている問い合わせ先に、お尋ねください。

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝連絡先

◦�複数業者の見積りを提示するように家主側に要求す
る。
話し合いによる解決が困難な場合は民事調停、少額

訴訟の手続きもあります。トラブルが発生した場合はま
ずご相談ください。
＝消費生活センター  ☎（64）0964

募　集
姉妹都市（海津市）交流事業参加者募集

⃝�期日＝４月23日（水）～ 25日（金）２泊３日
⃝�内容＝薩摩義士の偉業史跡、木曽三川公園、高野山、
伊勢神宮などの視察。治水神社春の大祭参列、交
流会参加など。

⃝�参加資格＝市内に居住または勤務し、薩摩義士など
に興味があり、霧島市薩摩義士顕彰会に３年間入会
できる健康な方。

⃝�負担金＝35,000円
⃝�申込方法＝官製はがきに住所、氏名（ふりがな）、年齢、
性別、電話番号を記入し郵送。

⃝�定員＝20人（申込多数の場合は地域・過去参加の有無
を考慮した上で抽選）

⃝�申込締切＝３月28日（金）必着
・ ＝�総務課市民運動推進室  ☎（64）0915

隼人人権啓発センター教室　
住民交流を通して仲間づくりの和を育て、人権・同和

問題に対する理解を深めることを目的に開講します。

⃝�実施月＝５月～平成27年３月
⃝�対象＝市民で、人権啓発センター主催の人権学習会
に必ず参加できる方。

⃝�受講料／申込期限＝無料／４月７日（月）
※�申込多数の場合は抽選、少数の場合は開講できない
ことがあります。
・ ＝�隼人人権啓発センター  ☎（42）0558

手話奉仕員・手話通訳者養成講座
■募集講座（１人１講座のみ）
【奉仕員養成（入門課程）】
⃝�対象＝手話に興味のある方

⃝�期間＝４月７日～８月25日（毎週月曜、全18回）
【通訳者養成（基本課程）】
⃝�対象＝手話奉仕員養成講座（入門・基礎）の両課程を
修了している方または同等のレベルを習得している方。

⃝�期間＝４月８日～３月30日（隔週月・火・金のいずれか、
全32回）

【通訳者養成（応用課程）】
⃝�対象＝手話通訳者養成講座（基本）を修了している方
または同等のレベルを習得している方で、手話通訳
者統一試験を受験し手話通訳者登録を考えている方。

⃝�期間＝４月15日～３月23日（隔週月・火・金のいずれか、
全30回）

〈全講座共通〉
⃝�対象＝18歳以上の方（高校生除く）
⃝�時間＝午後７時～９時
⃝�場所＝国分公民館大会議室
⃝�受講料＝無料（テキスト代が別途必要）
⃝�定員＝各講座とも30人程度（申込多数の場合は選考）
⃝�申込期限＝３月27日（木）
・ ＝�長寿・障害福祉課障害福祉グループ ☎（64）0855

サン・あもり自主講座

⃝�申込方法＝直接または電話で。
・ ＝�サン・あもり  ☎（43）3373

相　談
休日納税相談窓口をご利用ください

事情により市税などを納期内に納付することが難しく、
平日に納税相談に来庁できない方のために、今年度も
休日納税相談窓口を開設します。
市税などを納期限が過ぎても納付しないまま放置す

ると、法律に基づいて財産調査、財産差し押さえを行
うことがありますので、ぜひご利用ください。
⃝�日時＝毎月第２日曜日、午前９時～正午
⃝�場所＝収納課（市役所国分庁舎１階９番窓口)
＝収納課  ☎（64）0892

お知らせ
土木施設などの盗難防止にご協力ください
姶良市、伊佐市管内の県道で道路側溝のふた（鋼製
グレーチング）の盗難が相次いで発生しています。
県、市でもパトロールを強化していますが、限界があ
り対応に苦慮しています。市民の皆さまも道路や河川周
辺で不審者や不審車両を目撃したり、いつもと違う光景
が目についたりした際は、お近くの交番または県、市に
ご連絡ください。
・ ＝�姶良・伊佐地域振興局土木建築課  ☎（63）8365、

霧島市建設施設管理課  ☎（64）0865

国民健康保険被保険者証更新のお知らせ
70歳以上の方で、交付されている保険証の一部負担
金の割合の欄に（平成26年３月31日までは１割）と記載さ
れている方には、新しい保険証を３月末までに簡易書留
郵便で送付します。
４月１日を過ぎても保険証が届かない場合は、担当
課に問い合わせください。
⃝�内容を確認しましょう
記載内容に誤りがないか、国民健康保険以外の保険
に加入している方の保険証が含まれていないか確認し、
誤りなどがある場合は必ず担当課で手続きをしてください。
⃝�国民健康保険税は納付期限内に納めましょう
国民健康保険税を滞納されている世帯には、有効期
限が短い保険証が交付されることがあります。必ず期
限内納付をお願いします。
※古い保険証はお近くの担当課に返却してください。
＝保険年金課国民健康保険グループ  ☎（64）0886

出生祝金の申請はお済みですか
対象となる方は期限内に申請してください。
⃝�対象＝出産前に18歳未満の児童を２人以上養育して
おり、平成26年３月31日までに第３子以降を出生し
た方で、平成25年３月31日までに本市に住所を有し、
かつ申請日において本市に１年以上居住している方。
ただし、申請日において、市税・住宅料・保育料など
の滞納がある方は申請できません。
※�過去に申請を行い却下となった方でも、期限内に要
件を満たせば再申請することができます。

⃝�支給金額＝１歳未満の第３子以降の子ども１人につき
10万円
⃝�申請方法＝出生祝金支給申請書（直筆に限る）の提
出が必要です。印鑑と預金通帳（保護者名義のもの）
を持参し、児童福祉課または隼人福祉課、各総合支
所市民福祉課で手続きしてください。
⃝�申請期限＝「対象の子どもが１歳になる前日」、「平成
26年４月30日」までのうち、いずれか早い方。
・ ＝�児童福祉課  ☎（64）0991

神話の里公園桜の集い
毎年恒例の桜を楽しむ「桜の集い」は、桜を植えた桜
オーナーだけでなく、一般の方も参加できます。今年は
霧島が日本初の国立公園の指定を受けて80周年を迎え
るにあたり、記念イベントとして開催します。（参加無料）
⃝�日時＝３月30日（日）午前11時から
⃝�場所＝神話の里公園（神話館）
⃝�内容＝九面太鼓保全会による演奏、ポン菓子・ねった
ぼ作りの実演、無料配布など。
＝神話の里公園  ☎（57）1711

花いっぱいコンクール結果発表
平成25年度霧島市花いっぱいコンクールを実施しまし
た。学校の部、一般の部の２部門で地区ごとに審査が
行われ、各賞が決まりました。
■ソニー賞
⃝�「学校の部」＝国分北小学校（国分）
⃝�「一般の部」＝湊南老人クラブ（国分）
■金賞
⃝�「学校の部」＝塚脇小学校（国分）、横川小学校（横川）、
三体小学校（牧園）、霧島小学校（霧島）、宮内小学校（隼
人）、福山小学校（福山）、竹子小学校（溝辺）、国分中
学校（国分）、牧之原中学校（福山）、陵南中学校（溝辺）
⃝�「一般の部」＝向花舞鶴クラブ（国分）、麓原老人クラ
ブ（溝辺）、西牧之原地区長寿会、（福山）、中津川第１
単老人会（牧園）、遠見松自治会および子ども会（霧島）
＝総務課市民運動推進室  ☎（64）0915

賃貸住宅退去時のトラブルに注意
賃貸住宅に入居する際は、賃貸借契約に基づき家
主に敷金などを納める例が多いです。この金銭は退去
時、滞納家賃や原状回復費用を差し引き、残額が借り
主へ返還されるべきなのですが、家主が精算に応じな
い、高額な原状回復費用を請求された、などのトラブル
が発生しています。年度末は、これらのトラブルが毎年
増加するので、借り主は次の点を心掛けてください。
◦�退去時に、家主、管理会社、仲介業者など立ち会い
の下で部屋の現状確認をする。
◦��退去時の原状回復費用の内訳について、家主に十分
説明を求める。

教　室　名 日　　程 時　　間
絵手紙 1・3月曜日 9：30～ 11：30
着物着付け 2・4月曜日 10：00～ 12：00
パソコン 毎週火曜日 10：00～ 12：00
フラワーアレンジメント 2・4火曜日 13：30～ 15：30

津軽三味線 1・3水曜日 13：00～ 15：00
＊楽器無料貸し出し有

元気体操 2・4水曜日 9：30～ 11：30
ヨガ 1・3木曜日 19：00～ 21：00
舞踊（藤若流） 毎週金曜日 13：00～ 15：00

講 座 名 日　時 開講日 定 員 受講料

姿勢改善
エクササイズ

4月（毎週水曜）
19：00～ 19：50
（全4回）

4/ 2（水）先着30人 2,160円

もっときれいに
スローフローヨガ

4 ～ 6月（毎週水曜）
19：30～ 20：40
（全10回）

4/ 2（水）先着21人 4,320円

太極拳
4 ～ 6月（毎週金曜）
14：00～ 15：30
（全10回）

4/ 4（金）先着20人 4,320円

ハタヨガ
～初級クラス～

4 ～ 6月（毎週火曜）
19：30～ 20：40
（全10回）

4/ 8（火）先着21人 4,320円

骨盤
エクササイズ

4 ～ 6月（毎週月曜）
9：45～ 10：50
（全10回）

4/14（月）先着30人 4,320円

リフレッシュ
エクササイズ

4 ～ 6月（毎週木曜）
9：30～ 10：30
（全10回）

4/17（木）先着30人 4,320円

23  Kirishima City Public Relations, 2014.3, Japan 広報きりしま  22



Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

４
歳
の
息
子
が
通
う
幼
稚
園

で
「
鹿
児
島
マ
マ
ブ
ラ
ス

み
ゅ
う
」
の
演
奏
会
が
あ
り
ま
し

た
。
息
子
は
大
き
な
音
が
少
し
苦

手
な
の
で
、
心
配
に
思
い
見
学
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
園
児
が
演

奏
会
場
に
あ
る
チ
ャ
ペ
ル
に
入
っ

て
き
ま
し
た
。
わ
く
わ
く
し
て
い

る
気
持
ち
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
20
人
く
ら
い
の
演
奏

者
に
70
人
く
ら
い
の
園
児
。
す
ご

く
贅ぜ

い

沢た
く

な
時
間
の
始
ま
り
で
し
た
。

息
子
の
小
さ
な
体
は
、
初
め
て

見
る
楽
器
の
す
て
き
な
音
色
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
楽
器
は
「
大
丈
夫

だ
よ
。
も
っ
と
笑
っ
て
、
も
っ
と

体
を
動
か
し
て
も
っ
と
楽
し
ん

で
」
と
導
い
て
く
れ
て
い
る
よ
う

で
体
全
体
で
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が

ら
曲
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
楽

器
と
掛
け
合
い
を
し
た
り
、
笑
顔

の
絶
え
な
い
演
奏
会
で
し
た
。

私
は
マ
マ
さ
ん
演
奏
者
に
「
子

育
て
っ
て
楽
し
い
よ
。
私
た
ち
も

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
運

ん
で
あ
げ
る
か
ら
」
と
励
ま
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
子

育
て
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
い

つ
も
何
か
焦
っ
て
い
ま
し
た
が
振

り
返
っ
て
み
る
と
子
育
て
に
困
っ

た
と
き
は
、
霧
島
市
に
あ
る
相
談

窓
口
で
い
ろ
い
ろ
と
支
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
幼
稚
園
に
も
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
整
っ
て
い
て
い
つ
で
も

手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
ま
す
。
そ

も
そ
も
親
が
子
ど
も
を
手
助
け
で

き
る
の
は
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
こ

と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う

少
し
、
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
き

た
い
な
と
思
え
る
時
間
で
し
た
。

（
こ
う
す
け
マ
マ
47
歳
女
性
）

●

悩
み
、
楽
し
み
、
子
育
て
は
人

生
の
勉
強
で
す
。

温
泉
大
好
き
な
私
か
ら
気
に

な
っ
て
仕
方
が
な
い
こ
と

を
二
言
。
お
湯
を
出
し
っ
ぱ
な
し

で
顔
を
み
が
き
、
体
を
み
が
い
て

い
る
人
、
蛇
口
は
止
め
て
ほ
し
い
。

立
っ
た
ま
ま
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

て
い
る
人
、
周
り
の
人
は
迷
惑
し

て
い
ま
す
。
寒
い
日
の
一
日
の
至

福
の
時
を
共
有
す
る
た
め
に
ぜ
ひ

ご
協
力
を
。（
Ｓ
・
Ｓ
66
歳
女
性
）

●

気
持
ち
の
い
い
温
泉
、
マ
ナ
ー

も
気
持
ち
よ
く
。

国
分
中
央
高
校
に
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
が
で
き
た
こ
と
は

聞
い
て
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に

力
を
入
れ
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

先
生
方
や
生
徒
さ
ん
の
こ
と
を
耳

に
し
て
霧
島
市
に
も
素
晴
ら
し
い

学
校
が
あ
る
の
だ
と
感
心
し
て
お

り
ま
し
た
。
き
っ
と
将
来
有
望
視

さ
れ
る
選
手
が
育
つ
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
の
体
育
祭
に
は

仲
間
を
誘
っ
て
絶
対
、
応
援
に
行

き
ま
す
。
ど
こ
の
学
校
に
も
特
色

は
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
健
康

あ
っ
て
の
知
力
だ
と
思
い
ま
す
。

市
の
困
難
な
財
政
の
中
か
ら
一
日

で
も
早
く
体
育
館
な
ど
の
整
備
が

で
き
て
子
ど
も
た
ち
が
思
い
っ
き

り
活
動
で
き
る
よ
う
希
望
し
た
い

で
す
。（
き
り
し
ま
の
元
気
な
バ

ア
バ
ア
よ
り
女
性
）

６
年
後
、
鹿
児
島
で
国
民
体
育

大
会
が
開
催
。
選
手
育
成
と
体
育

施
設
の
整
備
が
必
要
で
す
。

西
村
ご
夫
婦
の
思
い
出
の
味

コ
ー
ナ
ー
の
「
う
ま
煮
」

を
懐
か
し
く
読
み
ま
し
た
。
と
い

う
の
は
、
食
物
の
な
い
時
代
は
鶏

が
主
役
で
正
月
や
お
祝
い
事
と
い

う
と
鶏
料
理
で
し
た
。

欠
か
せ
な
い
の
が
う
ま
煮
で
、

大
好
物
で
あ
る
私
は
今
で
も
妻
に

頼
ん
で
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
今

は
レ
ン
ジ
で
料
理
が
で
き
る
世
の

中
で
す
が
グ
ツ
グ
ツ
煮
込
ん
だ
う

ま
煮
は
い
つ
食
べ
て
も
飽
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
具
材
と
し
て
ツ
ワ

や
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
が
入
る
と
思
う

と
楽
し
み
な
季
節
の
到
来
で
す
。

（
霧
島
人
61
歳
男
性
）

●

昔
、
親
戚
の
う
ち
で
鶏
を
さ
ば

く
の
を
興
味
津
々
で
眺
め
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

広
報
き
り
し
ま
と
市
議
会
だ

よ
り
を
読
ん
で
い
て
ど
う

し
て
も
抵
抗
感
が
あ
る
文
字
が
あ

り
ま
す
が
、
編
集
さ
れ
て
い
る
方

は
何
の
違
和
感
も
持
た
れ
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。そ
の
文
字
と
は「
障

害
者
」
の
中
の
「
害
」
と
い
う
文

字
で
す
。
私
の
考
え
す
ぎ
と
い
わ

れ
れ
ば
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

障
害
の
意
味
は
「
さ
ま
た
げ
」

「
じ
ゃ
ま
」
と
い
う
解
釈
が
あ
り
、

そ
れ
に
「
者
」
を
つ
け
る
と
「
人
」

を
指
し
ま
す
。

せ
め
て
人
を
表
す
時
は
「
障
が

い
者
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
先
日
、
開
催
さ
れ
た

福
祉
ま
つ
り
に
参
加
し
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
て
も
「
害
」
の
字
が

使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
時
々
「
障

が
い
者
」
と
書
い
た
記
事
を
目
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
ま
れ
で

す
。
高
速
道
路
を
経
営
し
て
い
る

３
社
は
す
で
に
「
障
が
い
者
」
を

使
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
文
字
を

霧
島
市
か
ら
全
国
に
発
信
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
加
来
白

鳴
64
歳
男
性
）

●

広
報
誌
な
ど
で
は「
障
が
い
者
」

と
ひ
ら
が
な
表
記
を
す
る
よ
う
に

取
り
決
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
配
慮
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

鹿
児
島
市
内
か
ら
旧
国
分
市

に
住
み
、
店
も
ま
ば
ら
で

不
便
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
然
が

多
く
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
、

近
く
の
桜
島
、
遠
く
に
霧
島
の

山
々
が
見
え
て
大
好
き
で
し
た
。

時
は
過
ぎ
霧
島
市
に
な
り
、
街

並
み
が
変
わ
り
、
店
も
多
く
な
り

便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
だ
か

寂
し
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
便
利
に
な
っ
た
分
、
以
前
い

ろ
い
ろ
な
所
か
ら
見
え
て
い
た
霧

自
然
、
文
化
に
造ぞ

う

詣け
い

の
あ
る
大
学

教
授
、
各
施
設
の
館
長
な
ど
多
士

済
々
の
講
演
で
わ
ず
か
２
時
間
の

学
び
で
す
が
私
に
と
っ
て
至
福
の

時
で
あ
り
ま
す
。
講
師
の
方
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
受
講
者
の
多
く

の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
も
で
き

ま
す
こ
と
も
感
謝
で
す
。
25
年
度

の
テ
ー
マ
は
隼
人
学
「
世
代
継
承

と
交
流
を
考
え
る
～
い
ま
地
域
で

伝
え
た
い
こ
と
、
遺
し
た
い
も
の

～
」。
毎
回
出
席
率
も
高
く
楽
し

い
時
間
で
し
た
。

修
了
式
に
は
毎
年
、
髙
田
教
育

長
の
訓
示
が
あ
り
ま
す
。「
人
生

は
「
ア
」「
イ
」「
ウ
」「
エ
」「
オ
」

で
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
。
す
な
わ
ち
「
ア
」
は
愛
、「
イ
」

は
命
、「
ウ
」
は
運
、「
エ
」
は
縁
、

島
山
は
建
物
が
邪
魔
を
し
て
だ
ん

だ
ん
見
え
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

い
つ
か
便
利
さ
優
先
で
国
分
市
街

地
か
ら
見
え
な
く
な
る
の
で
は
と

要
ら
ぬ
心
配
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
霧
島
の
山
々
が
見
え

て
こ
そ
霧
島
市
で
は
な
い
か
と
一

人
で
思
っ
て
い
ま
す
。（
温
泉
大

好
き
お
ば
ち
ゃ
ん
54
歳
女
性
）

●

ま
ち
の
発
展
と
自
然
と
の
共
生

の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
霧

島（
隼
人
学
）」は
毎
月
１

回
、
年
10
回
の
講
座
で
す
。
定
員

は
70
人
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
隼
人
学
」
は
地
域
の
歴
史
、

「
オ
」
は
恩
だ
と
。
こ
の
こ
と
を

一
番
大
切
に
し
て
過
ご
し
て
い

る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
実
に
当

を
得
、
含が

ん

蓄ち
く

の
あ
る
お
話
だ
っ
た

と
感
激
し
ま
し
た
。
私
も
ぜ
ひ
参

考
に
し
て
こ
れ
か
ら
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
26
年
度

の
隼
人
学
も
老
体
に
む
ち
打
っ
て

皆
勤
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
名

波
の
黄
門
様
77
歳
男
性
）

●

常
に
学
ぶ
姿
勢
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ほ
か
６
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
文
章
は
添
削
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

宮下敏子さん（国分）

きりしまを
スポーツでつなげたい
�問＝�dreamwoks　代表  清元

Eメール　info@jaikiri.net

私たちd
ド リ ー ム ワ ー ク ス

reamwoksは、「スポーツ
できりしまをHAPPYに」というス
ローガンを掲げ、市内外でスポーツ
スクールやスポーツイベントなどを
開催。本気でスポーツに取り組みた
い人たちのためのスポーツチームを
運営しています。

また、「Jaikiri.net」と名付けた
ウェブサイトを立ち上げ、スポーツ
を通じてつながった地元企業などと
協力し、地域活性化のためのクーポ
ンなども発行しています。

１月から、 「HINATA CHALLENGE 
2014」と題し、つるぞえひなた君
を救う会に協力するためのフットサ
ルを中心としたチャリティースポー
ツ大会を開催。3月16日、30日の日
曜日にも開催予定。2014年４月か
らの女子サッカーチーム（小学生～
社会人）設立に向けて練習会を開催
しています。

活動の様子は「Jaikiri.net」でい
つでもご覧いただくことが可能で、
無料参加できるイベントなどもあり
ますので、お気軽にお問い合わせく
ださい。

若者掲示板
サークル

や地域お
こしグ

ループなど
活動紹介や

会員

募集を掲載
しています

。
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〈随ずいそう想〉

3PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

桷
かく

志
い

田
だ

では厳選した原料を３年以上熟成させ、うま味成分でもあるアミノ酸が豊富
な黒酢を醸造。「シェフの黒酢」と「食べる黒酢激辛」は日本野菜ソムリエ協会主催の

「ときめき調味料選手権2013」で最優秀賞を受賞。
黒酢レストランで一緒に働いてくれる仲間を募集中です。

＝福山黒酢㈱　☎099（218）8345  福山町福山311-2

調味料選手権最優秀賞の２品
味わえる黒酢セットをプレゼント

夢
・
と
き
め
き
の
人
生
を

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

霧
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
津
之

地
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆

さ
ま
が
「
市
長
と
ラ
ン
チ
で
語

イ
も
ん
そ
会
」
に
参
加
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
少
子
・
高
齢
化
に

伴
い
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
対

象
人
口
は
増
加
す
る
も
の
の
、

そ
れ
が
な
か
な
か
会
員
増
加
に

つ
な
が
ら
な
い
悩
み
な
ど
も
語

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
こ
れ
ま
で
の
組
織

の
あ
り
方
に
自
ら
反
省
を
さ
れ

な
が
ら
、
前
向
き
に
未
来
を
見

つ
め
て
夢
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
支
部
で
女
性
会

長
が
誕
生
し
、
会
員
の
ニ
ー
ズ

を
と
ら
え
た
楽
し
い
行
事
を
展

開
さ
れ
、
会
員
増
加
の
き
っ
か

け
に
し
な
が
ら
、
し
な
や
か
で
、

元
気
な
組
織
が
再
生
し
つ
つ
あ

る
こ
と
。

「
健
康
づ
く
り
」「
奉
仕
」「
友

愛
」
と
い
う
明
確
な
目
標
を
か

か
げ
、
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
に

よ
り
自
己
を
磨
き
、
他
者
と
共

感
し
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
、
友
愛
の
精
神
で
お
互

い
に
老
い
を
支
え
合
い
「
夢
」

と
「
と
き
め
き
」
を
持
ち
続
け

る
こ
と
。
情
熱
に
満
ち
た
組
織

の
経
営
方
針
を
熱
く
語
ら
れ
、

こ
ち
ら
が
元
気
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
な
た
も
人
生
の
感
動

貯
金
を
老
人
ク
ラ
ブ
で
さ
ら
に

い
っ
ぱ
い
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎人口／128,126人（－30）
男性／ 61,603人（－56）
女性／ 66,523人（＋26）
出生131人／死亡163人
転入287人／転出283人
◎世帯数／59,165世帯（－42）

（平成26年２月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

84 歳とは思えない軽快な足取りで山道を歩く大窪さん。お話上手で
霧島山の魅力の話に引き込まれる。身近にありすぎて「いつでも登

れる」と動かなかった自分を反省。多くの自然と感動に出会える登山。80
周年の今年は山ガールデビューしたい。ガールかどうかは別として（う）

建国記念日。えびの高原は20センチ以上の積雪。そんな中、大浪池
を撮影。偉い。でも本当はその日、私は「寒い、寒い」と家の中。そ

こに秘書グループ長から電話。「市長が、雪が降ってる。記者魂を見せ
てみろと言ってますよ」。い、言われなくても、い、行くつもりでしたよ（た）

取材して初めて知ることの多かった「国立公園」霧島山。その自然の
素晴らしさ以上に、霧島山に関わり楽しむ人たちの目の輝きに感

動。その輝きが何よりも霧島山の素晴らしさを証明していると感じまし
た。そして雪景色の表紙を根性で撮った（た）先輩も輝いています（か）

県広報コンクールで広報誌とホームページが特選を受賞しました。広
報誌は昨年９月号。認知症特集では多くの方に協力いただきまし

た。ありがとうございます。毎号、たくさんの方のおかげで発行するこ
とができます。皆さんの思いに応えられるように次号も頑張ります（み）

霧島市ホームページ

え
た
言
葉
で
す
。

こ
の
言
葉
に
出
会
っ
た
の
は
一

年
半
前
で
す
。
当
時
の
私
は
大
学

卒
業
を
目
前
に
控
え
、
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
人
見
知
り
で

口
下
手
な
私
に
と
っ
て
、
社
会
人

に
な
る
自
分
が
想
像
で
き
ず
悩
ん

で
い
ま
し
た
。「
学
生
で
あ
れ
ば

働
か
な
く
て
い
い
。
そ
し
た
ら

ず
っ
と
好
き
な
こ
と
に
没
頭
で
き

る
。
社
会
に
出
て
仕
事
を
始
め
た

ら
、
毎
日
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
。

楽
し
い
こ
と
な
ん
て
な
い
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
参
加
し
た
異
業
種
交
流

会
で
あ
る
男
性
に
出
会
っ
た
こ
と

で
、
私
の
人
生
は
一
変
し
ま
し
た
。

そ
の
男
性
は
人
生
を
全
力
で
楽
し

ん
で
お
り
、
と
て
も
キ
ラ
キ
ラ
輝

い
て
い
る
人
で
し
た
。
あ
る
と
き

「
な
ぜ
毎
日
そ
ん
な
に
楽
し
そ
う

な
ん
で
す
か
」
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
人
は
笑
顔
で

「
人
は
人
で
磨
か
れ
る
。
出
会
い

で
人
は
変
わ
る
よ
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。「
意
味
が
分
か
ら
な

い
な
…
」
と
思
っ
た
そ
の
と
き
、

私
は
「
自
分
が
変
わ
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
」
に
気
付
き
ま

し
た
。
毎
日
を
楽
し
く
生
き
た
い

の
だ
と
。

そ
の
人
と
の
出
会
い
で
自
分
の

思
い
に
気
付
い
た
私
は
「
こ
の
人

の
よ
う
に
輝
い
た
大
人
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
楽

し
く
生
き
て
や
ろ
う
」
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
社
会
人
１
年
生
と

し
て
霧
島
市
の
メ
ー
カ
ー
で
働
い

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
開
発
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
開
発
の
仕

事
と
い
う
と
人
と
の
接
点
が
あ
ま

り
な
い
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

は
全
く
違
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
と
す
り
合

わ
せ
が
必
要
で
、
多
く
の
人
と
接

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
で
私

は
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
も
の
づ
く
り
に
対
す

る
技
術
者
た
ち
の
熱
い
思
い
で
す
。

日
本
の
技
術
力
は
世
界
で
も
高
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
日
本

人
の
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
情
熱

の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
決
し
て

妥
協
を
許
さ
な
い
そ
の
思
い
は
、

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
。
そ
の
環

境
の
中
で
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
人
と
し
て
技

術
者
と
し
て
日
々
磨
か
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

霧
島
市
で
働
き
出
し
て
10
か
月
。

も
ち
ろ
ん
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
の
と
き

に
思
い
描
い
て
い
た
退
屈
な
生
活

Profile
えいどめ たいし（25）

宮崎県都城市出身。高校卒業
後、熊本の大学に進学。大学
院卒業後、昨年４月霧島市の
企業に就職。人と接すること
が好きで、時間があればボラ
ンティア活動などに参加。休
みの日は温泉に行き、第２の
ふるさと霧島ライフを満喫中。
国分在住。

出会いに偶然はない
◎榮留  大史

「
人
は
人
で
磨
か
れ
る
」。
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
磨

か
れ
る
よ
う
に
、「
人
」
も
「
人
」

で
磨
か
れ
る
。

人
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、「
人
」
以
外
に
は
な
い

と
い
う
意
味
で
す
。
私
の
大
好
き

な
言
葉
で
あ
り
、
私
の
人
生
を
変

と
は
全
く
違
い
ま
す
。
休
み
の
日

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

も
参
加
し
、
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
の
立

ち
上
げ
に
も
協
力
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
大
学
生
活
も
楽
し
か
っ

た
で
す
が
、
今
は
そ
れ
以
上
に
充

実
し
た
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

人
生
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
も
成

長
の
糧
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
教

え
て
く
れ
た
の
は
や
は
り
「
人
」

で
し
た
。
出
会
っ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
も

私
、
ま
だ
ま
だ
輝
い
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
一
つ
一
つ
の
出
会
い

を
大
切
に
し
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
大

人
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

雄
大
な
桜
島
は
榮
留
さ
ん
に
と
っ
て
元
気
の

源
。
見
て
い
る
だ
け
で
力
が
湧
い
て
く
る

◎�お便りをくださった方の中から味わえる黒酢セットを５人の方にプレゼント。 応募締め切りは３月18日（火）当日消印有効です。
※当選の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。

今
回
は
福
山
町
牧
之
原
地
区
に
あ

る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す

く
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

霧島の山 に々大雪が降った日。車をえび
の高原へ向けて走らせた。大浪池登山
道入口を過ぎると積雪のためにチェーン
規制がかかっていた。ノーマルタイヤの私
はここで断念。車から降りて大浪池を目
指す。雪に覆われた登山道。雪の重み
で地面まで垂れ下がった木々の間を腰
をかがめるように登る。汗だくになって登っ
た私を待っていたのは氷の張った池と美
しい山、そして暖かな日差しだった （た）

霧島山に凍る池
（大浪池）
２月11日　午前11時47分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18 ～ 55㎜
F3.5 〜 5.6　1/800　 F10　 ISO200

今月の表紙

自然いっぱい、広い園庭、福山地区の
牧之原保育園が運営する子育て支援

センターすくすく。保育園の隣にあり１階
の放課後児童クラブの２階に上がるとに
ぎやかな10組ほどのお母さんと子どもた
ちの声。40畳ほどの広さの一角には親子
クッキングのできる小さなキッチンもあ
ります。常時二人の保育士が読み聞かせや
おもちゃ作り、育児相談に対応します。
福山地区の大木佳子さんは「案内チラシ

に予約不要、気軽に来てくださいとあった
ので、電話せずに来ました。お母さん方の話を聞く
ことができ、子どもに指遊びや絵本の読み聞かせな
ど私ではできない体験をさせてあげられ、私も子ど
もも気分転換になります」とうれしそう。
月～金（祝日除く）。午前9時30分～午後3時。火

曜日はサン・あもり（隼人町見次）で実施。
�問＝子育て支援センターすくすく  ☎（56）2867
　　HP  http://sukusuku.kongoufukushi.ed.jp/

大
木
佳よ

し

子こ

さ
ん（
28
）、

悠ゆ
う

生せ
い

ち
ゃ
ん（
５
か
月
）

大きなシーサー

牧之原保育園

園田組鉄工

牧之原小学校

至国分 至都城国道10号

県道63号

子育て支援
センター
すくすく

牧之原保育園の看板

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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